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埼経協ニュース414号

初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
ま
ず
は
、
5
月
1
日
よ
り
「
令
和
」

と
い
う
新
し
い
時
代
に
入
り
、
皇
位
継
承

に
伴
う「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」、「
大
嘗
祭
」

な
ど
、
皇
位
継
承
に
伴
う
一
連
の
儀
式
が

執
り
行
わ
れ
、
多
く
の
国
民
の
注
目
が
集

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

続
い
て
、
国
内
面
で
す
が
、
一
昨
年
7

月
の
関
西
豪
雨
に
続
き
、
非
常
に
強
い
勢

力
で
上
陸
し
た
台

風
15
号
、
19
号
に

よ
り
大
き
な
水
害

が
発
生
す
る
な
ど
、

地
球
温
暖
化
の
影

響
に
よ
り
、
日
本

列
島
で
発
生
す
る

自
然
災
害
の
怖
さ

を
目
の
当
た
り
に

し
た
年
で
し
た
。

一
方
で
は
、
2

0
1
9
年
新
語
・

流
行
語
大
賞
に
選

出
さ
れ
た
『
Ｏ
Ｎ

Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』

で
日
本
中
を
歓
喜
さ
せ
、
初
の
ベ
ス
ト
8

入
り
を
果
た
し
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
日
本
代
表
チ
ー
ム
や
、
全
英
女
子

オ
ー
プ
ン
に
初
参
加
で
42
年
ぶ
り
の
海
外

メ
ジ
ャ
ー
を
制
覇
し
、�
ス
マ
イ
リ
ン
グ

シ
ン
デ
レ
ラ
�
で
世
界
中
か
ら
注
目
を
集

め
た
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
渋
野
日
向
子

さ
ん
の
活
躍
な
ど
も
特
筆
す
べ
き
明
る
い

話
題
で
し
た
。

次
に
国
際
面
を
み
る
と
、
Ｇ
ゼ
ロ
、
す

な
わ
ち
地
球
規
模
の
指
導
力
が
欠
如
し
た

世
界
に
移
行
し
、
ト
ル
コ
・
ク
ル
ド
紛
争
、

イ
ラ
ン
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
イ
ス
ラ
エ

ル
と
の
対
立
先
鋭
化
な
ど
、
世
界
各
地
で

局
所
的
な
衝
突
が
発
生
す
る
な
ど
、
地
政

学
的
リ
ス
ク
が
顕
在
化
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
北
朝
鮮
情
勢
や
日
韓
問
題
な
ど
、

北
東
ア
ジ
ア
情
勢
も
依
然
、
目
が
離
せ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
本
年
2
0
2
0
年
を
展
望
い
た

し
ま
す
と
、国
内
で
は
、2
0
2
0
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
特
に
埼

玉
県
内
の
経
済
団
体
が
連
携
し
て
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
て
注
力
を
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
社
員
等
の
ご
参
加
に
是
非
と
も

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
際
面
で
は
、
11
月
の
米
国
大
統
領
選

挙
が
注
目
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
再

選
さ
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
自
由
貿
易

体
制
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約

国
会
議
）
等
世
界
情
勢
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
の
で
、
選
挙
結
果
、
そ
し
て
そ

の
後
の
米
国
政
策
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
る
の
か
世
界
中
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

次
に
企
業
経
営
面
に
つ
い
て
で
す
が
、

ま
ず
、
自
動
車
産
業
が
「
1
0
0
年
に
1

度
の
大
変
革
」
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い
変
化
に
対
応
し
、

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、

顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
さ

せ
る
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
急
速
に
進
展
し
て
い

ま
す
。
こ
の
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
取
り
組
み
如

何
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
企
業
経
営
に
デ

ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン
、
破
壊
的
な
影
響
が
出

る
こ
と
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
社
の
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り

組
み
を
具
体
的
に
検
討
・
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

次
は
、
雇
用
労
働
面
に
つ
い
て
で
す
。

ま
ず
、
本
年
4
月
（
中
小
企
業
は
来
年
4

月
）
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

法
が
施
行
さ
れ
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員

の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
時
間
外
規
制
に
つ
い
て
は
、

本
年
4
月
か
ら
中
小
企
業
に
も
適
用
さ
れ

る
な
ど
、
働
き
方
改
革
関
連
法
へ
の
対
応

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
企
業
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
計
画
的
に
そ
し
て
か
つ

速
や
か
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

こ
こ
で
足
許
の
経
済
情
勢
に
目
を
転
じ

ま
す
と
、
12
月
9
日
公
表
の
7
〜
9
月
期

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
第
2
次
速
報
）
は
外
需

の
低
迷
を
内
需
で
カ
バ
ー
し
、
前
期
比
年

率
で
1
・
8
％
の
増
加
と
な
り
、
プ
ラ
ス

成
長
は
4
四
半
期
連
続
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
12
月
2
日
公
表
の
財
務
省
法

人
企
業
統
計
調
査
（
7
�
9
月
期
）
に
よ

る
と
、
製
造
業
を
中
心
に
国
内
外
で
逆
風

と
な
り
、
企
業
の
売
上
高
、
経
常
利
益
は

そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
2
・
6
％
、
マ
イ
ナ

ス
5
・
3
％
と
減
収
減
益
に
転
じ
、
12
月

13
日
公
表
の
日
銀
短
観
で
も
景
況
感
が
悪

化
し
ま
し
た
。

ま
た
10
月
の
家
計
消
費
支
出
、
小
売
店

売
上
高
も
前
回
消
費
税
増
税
時
を
上
回
る

減
少
と
な
る
な
ど
、
日
本
経
済
の
不
透
明

感
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
確
か
な

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ま
た
企
業
業
績
も
米
中
貿
易
摩
擦
や
中

国
経
済
減
速
等
の
影
響
に
よ
り
、
2
0
2

0
年
3
月
期
の
上
場
企
業
の
業
績
は
、
純

利
益
で
3
期
ぶ
り
、
経
常
利
益
で
8
期
ぶ

り
の
減
益
と
な
る
見
通
し
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
令
和
2
年
の

日
本
経
済
を
展
望
し
ま
す
と
、
民
間
調
査

機
関
に
よ
る
と
、
輸
出
に
底
打
ち
の
兆
し

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
設
備
投
資
の
減
速

や
消
費
の
回
復
力
の
弱
さ
か
ら
低
成
長
が

続
き
、
政
府
の
経
済
対
策
も
日
本
経
済
全

体
を
け
ん
引
す
る
に
は
至
ら
ず
、
実
質
経

済
成
長
率
は
令
和
元
年
の
0
％
台
後
半
を

や
や
下
回
る
0
％
台
半
ば
と
の
見
通
し
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
下
、
今
後
の
企
業
経
営

を
考
え
る
上
で
、
2
点
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
企
業
が
事
業

分
野
を
選
択
す
る
上
で
の
「
発
散
の
重
要

性
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
業
分
野
の
「
選
択
と
集
中
」
は
、
バ

ブ
ル
崩
壊
後
に
企
業
経
営
の
バ
イ
ブ
ル
よ

う
に
推
奨
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
時

代
に
は
経
営
の
多
角
化
が
流
行
し
、
多
く

の
企
業
が
本
業
以
外
の
分
野
に
手
を
広
げ

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
多
角
化
は
、
不
動

産
や
金
融
へ
の
投
資
が
多
く
、
バ
ブ
ル
の

崩
壊
に
よ
っ
て
、
多
角
経
営
の
企
業
は
大
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き
な
痛
手
を
負
い
、
そ
の
反
省
か
ら
、「
こ

れ
か
ら
は
得
意
な
分
野
に
絞
っ
て
選
択
的

に
集
中
し
よ
う
」
と
方
針
を
大
変
化
さ
せ

た
の
で
す
。

そ
の
後
20
年
以
上
、「
選
択
と
集
中
」

が
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
が
、「
選
択
と
集

中
」
を
繰
り
返
し
続
け
た
ら
、
次
に
選
択

す
べ
き
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
産
業
構
造
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
か
ら
真
の
意

味
で
、
企
業
が
事
業
の
多
角
化
等
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
新
し
い
事
業
や
製
品
に
つ
い
て
、

既
存
の
枠
を
飛
び
出
し
、
ア
イ
デ
ア
を
大

い
に
「
発
散
」
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
し
て
、
新
し
い
事
業
や
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
が
実
現
す
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
も

の
ア
イ
デ
ア
が
連
鎖
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
是
非
と
も
今
後
の
企
業
経
営
に
お
い

て
、
ア
イ
デ
ア
の
積
極
的
な
「
発
散
」
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
大
い
に
評
価
し
、
失

敗
を
奨
励
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
許
容
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

2
点
目
は
、
経
営
者
の
方
々
へ
の
「
積

極
的
孤
独
の
す
す
め
」
に
つ
い
て
で
す
。

心
理
学
に
「
積
極
的
孤
独
」
と
「
消
極

的
孤
独
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
英

語
で
は
積
極
的
孤
独
は「
ソ
リ
チ
ュ
ー
ド
」、

消
極
的
孤
独
は
「
ロ
ン
リ
ネ
ス
」
と
も
言

い
ま
す
。
ソ
リ
チ
ュ
ー
ド
、
つ
ま
り
積
極

的
孤
独
と
は
、
み
ず
か
ら
積
極
的
に
一
人

に
な
る
時
間
を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
時
間

を
趣
味
や
読
書
や
好
き
な
こ
と
を
し
て
楽

し
み
、
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
ロ
ン
リ

ネ
ス
、
つ
ま
り
消
極
的
孤
独
と
は
、
仲
間

は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
、
周
り
の
人
た
ち
か

ら
孤
立
し
て
一
人
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

心
理
学
で
は
、
普
段
か
ら
「
一
人
の
時

間
を
楽
し
む
」
習
慣
の
あ
る
人
は
、
時
に

孤
立
す
る
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
悲
し
み
で
心
が
折
れ
て
し

ま
う
こ
と
は
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
皆
様
も
子
ど
も

の
こ
ろ
に
、
赤
塚
不
二
夫
の
代
表
作
「
天

才
バ
カ
ボ
ン
」
を
読
ま
れ
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
漫
画
に
登

場
す
る
「
バ
カ
ボ
ン
の
パ
パ
」
の
有
名
な

セ
リ
フ
に
「
こ
れ
で
い
い
の
だ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
積
極
的
孤
独
な
ん
て
、

忙
し
す
ぎ
て
無
理
だ
と
い
う
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
良
い
意
味
で
「
こ
れ
で
い

い
の
だ
」
と
い
う
心
境
に
あ
え
て
身
を
置

き
、
将
来
の
こ
と
を
急
が
ず
じ
っ
く
り
考

え
る
と
い
う
こ
と
も
、
今
の
時
代
に
は
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
も

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
等
に

加
え
、
各
種
委
員
会
・
研
究
会
活
動
、
講

演
会
活
動
、
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会

へ
の
協
賛
な
ど
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、
総
合
経

済
団
体
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
充
実
さ

せ
、
会
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立

つ
事
業
の
企
画
・
運
営
を
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

事
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

以
上

十
一
月
十
四
日
㈭
に
、
本
会
主
催
で

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
パ
ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
国
際

大
会
観
戦
会
を
開
催
し
、
十
五
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
・
ダ
イ
ハ
ツ
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
パ
ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
国
際
大
会
2

0
1
9
は
、
十
一
月
十
三
日
㈬
か
ら
十

五
日
㈮
が
予
選
リ
ー
グ
、
十
六
日
㈯
・

十
七
日
㈰
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
日

程
で
、
国
立
代
々
木
競
技
場
第
一
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

国
立
代
々
木
競
技
場
を
競
技
会
場
と
し

て
予
定
し
て
い
る
、
東
京
2
0
2
0
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
テ
ス
ト
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
大
会

で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
賭
け
た

重
要
な
大
会
と
し
て
、
日
本
強
化
指
定

選
手
を
含
め
、
三
八
か
国
二
五
〇
名
の

強
豪
選
手
が
各
国
か
ら
集
ま
る
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
国
際
大
会
で
す
。

パ
ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
東
京
2
0

2
0
大
会
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
競
技
と
な
り
ま
す
。
様
々
な
障
が
い

の
選
手
が
で
き
る
だ
け
公
平
に
競
え
る

よ
う
、
障
が
い
の
内
容
や
程
度
で
六
つ

の
ク
ラ
ス
（
車
い
す
ク
ラ
ス
二
つ
、
立

位
ク
ラ
ス
四
つ
）
に
分
か
れ
、
一
ゲ
ー

ム
二
一
点
方
式
で
二
ゲ
ー
ム
先
取
で
勝

ち
と
な
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
の
高
さ
は
通

常
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
同
じ
で
、
ク
ラ

ス
に
よ
っ
て
コ
ー
ト
の
広
さ
が
異
な
り

ま
す
。

当
日
は
、
国
際
大
会
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
会
場
内
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
選

手
の
声
や
シ
ャ
ト
ル
を
打
つ
音
だ
け
で

は
な
く
、
応
援
の
声
も
響
き
渡
っ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
の
方
も
配
布
さ
れ
た

応
援
グ
ッ
ズ
で
、
日
本
人
選
手
だ
け
で

は
な
く
、
各
国
選
手
の
素
晴
ら
し
い
プ

レ
ー
に
熱
い
応
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

引
続
き
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功

に
向
け
て
、
社
員
の
皆
様
の
ご
参
加
に

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

目

次

頁
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新
春
所
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Ｐ
Ａ
Ｎ
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会

二

�
第
一
回
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教
育
委
員
会

三

�
埼
玉
県
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業
教
育
フ
ェ
ア

四
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第
二
回
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業
教
育
委
員
会

五
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回
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く
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謹
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経
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ト
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ミ
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特
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セ
ミ
ナ
ー

十
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�
第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

十
七

�
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
型
イ
ン
タ
ー
シ

ッ
プ
社
内
発
表
会

十
七

�
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
十
八

�
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー

十
八

�
青
年
経
営
者
部
会
全
国
大
会
Ｉ
Ｎ
愛

知

十
九

�
青
年
経
営
者
部
会
懇
親
ゴ
ル
フ
十
九

�
青
年
経
営
者
部
会
学
び
合
う
プ
ロ
グ

ラ
ム

二
十

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

二
十

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

二
一

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
三

�
事
業
だ
よ
り

二
四

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
四

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
パ
ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
国
際

大
会
観
戦
会
を
開
催観戦の様子

会場全体の様子
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成成立立

令
和
元
年
度
第
一
回
産
業
教
育
委
員

会
が
、
県
立
春
日
部
工
業
高
校
に
お
い

て
、
十
一
月
五
日
㈫
に
開
催
さ
れ
、
三

六
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
立
春
日
部
工
業
高
校
は
電
気
科
、

機
械
科
、
建
築
科
の
三
学
科
が
設
置
さ

れ
て
い
る
専
門
高
校
で
、
あ
ら
ゆ
る
教

育
を
と
お
し
て「
技
を
磨
き
心
を
育
む
」

教
育
の
定
着
を
図
り
、
各
分
野
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
授
業
見
学
と
学
校
概
要
説

明
を
二
班
に
分
け
て
行
い
、
後
半
に
は

進
路
指
導
の
概
要
説
明
と
生
徒
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
見
学
で
は
、
三
年
生
の
課
題
研

究
や
二
・
三
年
生
の
機
械
製
図
、
機
械

実
習
、
建
築
製
図
な
ど
の
授
業
を
見
学

し
ま
し
た
。
各
授
業
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
た

め
、
専
門
性
が
高
く
、
モ
ー
タ
ー
を
利

用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
製

作
す
る
授
業
や
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
利
用
し
た

モ
デ
リ
ン
グ
の
授
業
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
階
段
配
線
図
の
製
図
の
授
業
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
電
車
の
製
作
な
ど
、
様
々
な

分
野
で
生
徒
が
生
き
生
き
と
授
業
に
取

り
組
む
姿
勢
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

学
校
概
要
・
進
路
指
導
の
説
明
で
は
、

学
校
の
特
色
や
専
門
性
、
現
在
の
求
人

状
況
や
内
定
状
況
あ
る
い
は
進
学
状
況

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
生
徒

六
名
（
各
学
科
よ
り
二
年
生
二
名
）
が

出
席
し
、
進
路
決
定
の
決
め
手
や
工
業

高
校
の
魅
力
、
将
来
の
夢
な
ど
が
語
ら

れ
、
参
加
者
か
ら
は
現
在
の
就
職
に
対

す
る
考
え
方
な
ど
の
質
問
が
交
わ
さ
れ

活
発
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
第
一
回
産
業
教
育
委
員
会

県
立
春
日
部
工
業
高
校
を
視
察

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

石井会長挨拶
学校概要を説明する

染谷校長

CADを利用したモデリングの
授業の様子と生徒の説明 二足歩行ロボット製作授業

加工実習室でのエンジン製作の
授業の様子と生徒の説明

鉄筋コンクリート階段配線図の製図の
授業の様子と生徒の説明

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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本
会
が
共
催
し
た
「
第
二
九
回
埼
玉

県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」
が
埼
玉
県
教
育

委
員
会
と
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
の

主
催
に
よ
り
十
一
月
九
日
㈯
・
十
日
㈰

の
二
日
間
の
日
程
で
さ
い
た
ま
市
の
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
新
時
代

産
業
で
築
こ

う

彩
の
国
」
と
題
し
て
、
専
門
高
校

（
農
業
・
工
業
・
商
業
・
家
庭
・
看
護
・

福
祉
）
等
で
学
ぶ
生
徒
に
よ
る
学
習
成

果
の
発
表
や
、
制
作
物
の
展
示
、
体
験

教
室
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
高

校
生
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
」
が

十
日
㈰
に
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
本
会
石
井
進
会
長
、（
公

財
）
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
織
田
秀
明

理
事
長
、（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
檜
山
志
の
ぶ
事
務
局
長
、
埼
玉

県
産
業
教
育
振
興
会
大
野
松
茂
会
長
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
小
松
弥
生
教
育
長
、

埼
玉
県
専
門
高
校
長
会
梅
澤
仁
副
会
長

等
が
御
出
席
さ
れ
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
の
講
演
会
で
は
「
Ａ

Ｉ
時
代
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
と

は
何
か
」
と
題
し
て
、Google

for
Education

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
統
括
部

長
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
ミ
ラ
ー
・
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
氏
に
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。ミ

ラ
ー
氏
は
、
各
県
の
教
育
委
員
会

と
連
携
を
深
め
、
学
校
教
育
現
場
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
特
に
埼
玉
県
に
対
し
て
は
、

積
極
的
に
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
昨
年
度
の
産
業
教
育
フ
ェ
ア
で

も
、Google

と
の
連
携
に
よ
るYou-

Tube

動
画
制
作
体
験
を
御
支
援
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
本
質
や
可
能
性
、

Ａ
Ｉ
時
代
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力

な
ど
を
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ス
ラ

イ
ド
や
動
画
、
実
際
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る
音

声
入
力
や
翻
訳
動
作
な
ど
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「A

I
for
Every-

one

」
全
て
の
人
が
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、

豊
か
な
生
活
を
営
む
た
め
の
手
助
け
を

す
る
こ
と
や
、
Ａ
Ｉ
の
実
践
事
例
な
ど

を
通
し
て
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、Google

が
開
発
し
た
機
械
学
習
に
用
い
る
た
め

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
で
あ
る

Tensor
Flow

を
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

で
公
開
し
て
お
り
、
医
療
分
野
の
画
像

認
識
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
様
々
な
分
野

で
の
社
会
課
題
解
決
の
た
め
に
利
用
さ

れ
て
い
る
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
Ａ
Ｉ
時
代
を
生
き
る
た
め
に

必
要
な
力
に
つ
い
て
、「
主
体
的
に
学

ぶ
力
」「
情
報
を
活
用
す
る
力
」
の
二

つ
に
つ
い
て
言
及
し
、Google
の
Ｃ

Ｅ
Ｏ
ス
ン
ダ
ー
・
ピ
チ
ャ
イ
氏
の
言
葉

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
だ
け
で
は
教
育
は
改
善
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
改
善

の
パ
ワ
フ
ル
な
一
部
に
な
り
得
る
で
し

ょ
う
。」

一
方
、
地
下
展
示
場
で
は
、
専
門
高

校
等
に
よ
る
作
品
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

様
々
な
発
表
会
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
新
た
な
取
組
と
し
て
、
島
根
県

の
専
門
高
校
生
に
よ
る
遠
隔
商
品
販
売

や
Ｖ
Ｒ
体
験
で
専
門
高
校
を
紹
介
し
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
小
学
生
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
ア
イ
デ
ア
弁
当
の
販
売
、

ミ
ニ
新
幹
線
・
Ｓ
Ｌ
の
乗
車
体
験
等
の

ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
中
央
自
由
通
路
で

は
、
生
徒
が
開
発
し
た
商
品
、
生
産
し

た
農
産
物
の
販
売
、
工
業
科
及
び
家
庭

科
の
作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
今
後
と
も
教
育
界
と
地
元
産

業
界
の
連
携
強
化
に
努
め
、
本
県
の
次

代
を
担
う
若
者
の
育
成
に
尽
力
い
た
し

ま
す
。
関
係
企
業
の
皆
様
の
一
層
の
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
会
共
催

第
二
九
回

埼
玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
開
催

Google for Education
マーケティング統括部長
アジア太平洋地域

ミラー・スチュアート氏

開会式後の越谷総合技術高校服飾デザイ
ン科によるファッションショーの様子

地下展示場での島根県の専門高校生に
よる遠隔商品販売の様子

イベント広場での三郷工業技術高校に
よるミニ新幹線乗車体験の様子

地下展示場でのアイデアロボットコン
テストの様子

JR大宮駅中央自由通路での商品販売
と作品展示の様子

市民ホールでの全国高校生プログラミ
ングコンテストの様子
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令
和
元
年
度
第
四
回
産
業
教
育
委
員
会

県
立
熊
谷
商
業
高
校
を
視
察

令
和
元
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委
員

会
が
、
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
国
際
中
等

教
育
学
校
に
お
い
て
、
十
一
月
十
四
日

㈬
の
午
後
に
開
催
さ
れ
、
十
三
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
市
立
大
宮
国
際
中
等
教
育

学
校
は
、
本
年
四
月
に
開
校
さ
れ
た
埼

玉
県
内
初
の
中
等
教
育
学
校
で
す
。「
こ

こ
で
学
ぶ
、世
界
の
未
来
の
つ
く
り
方
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、「
未
来
の
学
力
が

備
わ
っ
た
人
」「
国
際
的
な
視
野
を
持

っ
た
人
」「
よ
り
良
い
世
界
を
築
く
こ

と
に
貢
献
す
る
人
」
を
目
指
す
学
習
者

像
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
四
月

に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
候
補
校
と
な
る
な

ど
、
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
特
色
が
あ

り
ま
す
。

当
日
は
、
今
年
入
学
し
た
中
学
一
年

生
の
授
業
を
見
学
し
、
学
校
の
概
要
・

特
徴
の
説
明
、
質
疑
応
答
の
順
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

授
業
見
学
で
は
、
探
求
学
習
を
中
心

と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
学
び
合
う
姿
や
、

一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
課

題
作
成
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
教
室
以
外
の
施
設
も
充
実

し
て
お
り
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は
生

徒
同
士
が
授
業
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

学
校
概
要
で
は
、
校
長
の
関
田
晃
氏
、

Ｍ
Ｙ
Ｐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
のBrad

Sem
ans

氏
か
ら
、
教
育
課
程
を
中
心

に
目
指
す
姿
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

育
む
校
外
行
事
や
、
授
業
外
で
の
様
々

な
活
動
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
、
公

園
緑
地
協
会
と
連
携
し
て
公
園
整
備
を

行
う
奉
仕
活
動
な
ど
、
生
徒
自
ら
が
発

案
し
た
地
域
へ
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
教
員
の
養
成
方
法

や
進
学
先
選
択
の
サ
ポ
ー
ト
、
生
徒
に

対
す
る
支
援
体
制
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
出
さ
れ
、
地
域
で
の
期
待
の
高
さ
が

伺
え
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
第
四
回
産
業
教
育
委
員

会
が
、
県
立
熊
谷
商
業
高
校
に
お
い
て
、

十
一
月
二
九
日
㈮
に
開
催
さ
れ
、
十
九

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
立
熊
谷
商
業
業
高
校
は
、
商
業
科
、

情
報
処
理
科
の
二
学
科
が
設
置
さ
れ
て

い
る
専
門
高
校
で
、
令
和
二
年
度
に
創

立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
学

校
で
す
。
令
和
二
年
度
よ
り
、
二
学
科

あ
る
学
科
を
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
と
い
う

学
科
に
統
合
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
業
種

の
企
業
に
就
職
し
て
お
り
、
全
体
の
約

五
割
の
生
徒
が
就
職
を
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
学
校
概
要
と
進
路
概
況
説

明
の
後
に
、
授
業
見
学
、
生
徒
を
交
え

て
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
概
要
で
は
、
熊
谷
商
業
高
校
の

橋
本
準
一
校
長
よ
り
、
学
校
の
特
色
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
部
活
動
の
取
組
み
、

卒
業
生
の
活
躍
な
ど
に
触
れ
、
特
に
来

年
度
よ
り
募
集
開
始
と
な
る
新
学
科

「
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
、
そ

し
て
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
に

つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
進
路
概

況
で
は
、
町
田
進
一
指
導
主
事
よ
り
、

昨
年
度
の
状
況
及
び
今
年
度
の
現
在
ま

で
の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

授
業
見
学
で
は
、
簿
記
や
原
価
計
算

な
ど
の
会
計
分
野
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
分
野
、

企
業
間
模
擬
取
引
を
学
習
す
る
総
合
実

践
な
ど
を
見
学
し
、
真
剣
に
授
業
に
取

り
組
む
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。生

徒
を
交
え
て
の
意
見
交
換
会
で
は
、

生
徒
三
名
（
三
年
生
一
名
、
二
年
生
二

名
）
が
出
席
し
、
進
路
を
決
定
し
た
決

め
手
や
生
徒
会
活
動
、
部
活
動
な
ど
学

校
生
活
に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
、
商
業
高
校
へ
の
入
学

の
決
め
手
に
つ
い
て
、
就
職
に
対
す
る

考
え
方
な
ど
の
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
商
業
高
校
に
求
め
る
こ
と
や
、

魅
力
あ
る
商
業
高
校
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
言
っ
た
テ
ー
マ
で
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

さ
い
た
ま
市
立
大
宮
国
際
中
等
教
育
学
校
を
視
察

校長の関田晃氏
MYPコーディネーター
Brad Semans 氏

学校概要を説明する
橋本校長

教育委員会
田辺指導主事 挨拶

進路概況を説明する
町田進路指導主事

簿記の授業風景

ビジネス情報の授業風景

生徒を交えた意見交換会の様子
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十
一
月
八
日
㈮
の
令
和
元
年
度
秋
季

中
部
地
区
協
議
会
で
は
、
埼
玉
県
環
境

科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
施
設
見

学
会
を
開
催
し
、
九
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
は
、
身
近
な
生
活
環
境

や
自
然
環
境
か
ら
、
こ
れ
ら
に
影
響
を

与
え
る
地
球
規
模
の
環
境
問
題
ま
で
を

見
据
え
た
、
広
い
範
囲
を
対
象
と
し
た

環
境
科
学
の
総
合
的
研
究
機
関
で
す
。

環
境
問
題
に
取
り
組
む
県
民
や
県
内
企

業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
埼
玉
県
が

直
面
し
て
い
る
環
境
問
題
に
対
応
す
る

た
め
の
試
験
研
究
や
環
境
学
習
、
環
境

面
で
の
国
際
貢
献
な
ど
、
多
面
的
な
機

能
を
有
し
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
の
開
設

以
来
、
多
く
の
先
進
的
な
研
究
に
取
り

組
み
、
数
々
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
県
内
外
よ
り
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
一
五
年
九
月
の
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
に
お
い
て
、
世
界
が
二
〇
三
〇
年

ま
で
に
達
成
す
べ
き
環
境
や
開
発
に
関

す
る
国
際
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
掲
げ

ら
れ
、
そ
の
推
進
が
世
界
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー

の
目
指
す
環
境
研
究
と
経
済
活
動
の
共

働
や
、
社
会
や
県
内
企
業
と
の
接
点
を

広
げ
る
取
り
組
み
が
、
従
来
に
も
増
し

て
重
要
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の

視
察
会
で
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
概
要
説
明

や
研
究
所
等
の
施
設
見
学
に
加
え
、
研

究
シ
ー
ズ
の
事
例
発
表
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

始
め
に
中
部
地
区
協
議
会

宮
澤

政
信
議
長
（
マ
ル
キ
ユ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
）
お
よ
び
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
研
究
所
長

村
上

正
吾
氏
か
ら
開

会
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
研
究
推
進
室
室
長

松
本

利
恵
氏
よ
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
持

つ
四
つ
の
機
能
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
を
地
域

気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置

付
け
、
温
暖
化
適
応
情
報
の
収
集
、
整

理
、
提
供
、
技
術
的
助
言
を
行
っ
て
い

る
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
シ
ー
ズ
の
発
表
で
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
研
究
推
進
室
副
室
長

三
輪

誠
氏

よ
り
、
外
来
生
物
対
策
分
野
と
し
て
、

桜
の
外
来
害
虫
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
の
被
害
発
見
と
防
除
の
支
援
に
つ
い

て
、
特
定
外
来
種
で
あ
る
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る
県
内
被
害
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
の
研
究
シ
ー
ズ
発
表
で
は
、

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
専
門
研
究
員

濱
元

栄
起

氏
よ
り
、
地
中
熱
利
用
分
野
と
し
て
、

地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
新
型

熱
応
答
試
験
装
置
の
開
発
に
つ
い
て
発

表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
地
中
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
埼
玉
県
で
の
取
り
組
み
事
例
な

ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

施
設
見
学
で
は
、
通
常
は

入
室
が
制
限
さ
れ
て
い
る
試

験
研
究
棟
に
入
り
、
Ｘ
線
解

析
装
置
が
あ
る
研
究
室
や
無

響
室
な
ど
、
研
究
の
た
め
の

様
々
な
設
備
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
一
般
公
開
さ
れ

て
い
る
展
示
棟
に
入
り
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や

Ｃ
Ｏ
2
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

世
代
を
超
え
て
、
楽
し
み
な

が
ら
環
境
問
題
を
理
解
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
行
動
に
繋

げ
る
、
新
た
な
価
値
観
を
生

み
出
す
き
っ
か
け
の
場
に
す

る
、
そ
う
し
た
目
的
で
様
々

な
展
示
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。最

後
に
、
科
学
的
調
査
研

究
を
行
う
た
め
の
フ
ィ
ー
ル

ド
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

自
然
環
境
を
利
用
し
て
数
々

の
野
外
環
境
学
習
を
行
っ
て

い
る
生
態
園（
ビ
オ
ト
ー
プ
）

の
一
部
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
一
角
に
、
実
際
に
地
中

熱
を
利
用
し
た
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
秋
季
中
部
地
区
協
議
会

「
埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
視
察
会
」
を

開
催

CESS研究所長
村上 正吾 氏

中部地区協議会
宮澤 政信 議長

CESS専門研究員
濱元 栄起 氏

CESS研究推進室
副室長 三輪 誠 氏

CESS研究推進室室長
松本 利恵 氏
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第
二
八
回

産
学
交
流
会

十
一
月
十
二
日
㈫
の
令
和
元
年
度
秋

季
北
部
地
区
協
議
会
で
は
、
学
校
法
人

も
の
つ
く
り
大
学
に
お
い
て
施
設
見
学

会
を
開
催
し
、
十
三
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
の
つ
く
り
大
学
は
、
国
や
産
業
界

の
大
き
な
期
待
を
受
け
て
、
二
〇
〇
一

年
、
二
一
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
開

学
し
た
工
科
大
学
で
あ
り
、
理
論
と
実

技
を
融
合
し
た
革
新
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
徹
底
し
た
少
人
数
実
践
教
育
で
、

開
学
以
来
、
平
均
九
六
％
の
就
職
率
を

保
っ
て
い
ま
す
。「
理
論
と
技
術
・
技

能
の
両
方
を
理
解
で
き
る
人
を
育
て

る
」
と
い
う
建
学
の
趣
旨
の
下
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
六
〇
％
を
実
技
実
習
に
充

て
、
二
年
次
に
は
四
〇
日
間
の
基
礎
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
四
年
次
に
は
最
長

八
〇
日
間
に
及
ぶ
専
門
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
学
生
に
経
験
さ
せ
る
な
ど
、
教

員
の
半
数
以
上
が
企
業
勤
務
経
験
者
で

あ
る
強
み
を
生
か
し
、
も
の
づ
く
り
に

直
結
す
る
実
技
・
実
務
教
育
に
徹
底
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、Ａ
Ｉ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
急
速
な
進
展
と
普
及
に
伴
い
、

も
の
づ
く
り
の
世
界
に
お
い
て
も
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
4
・
0
な
ど
の
大
き
な
変
革

の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
二
〇
一
八
年
四
月
よ
り
、
製
造
学

科
を
総
合
機
械
学
科
に
名
称
変
更
し
、

も
の
づ
く
り
に
必
要
な
技
術
を
幅
広
く

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
は
、
概
要
説
明
や
産
学

連
携
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
の
説
明
の

後
、
学
内
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

初
め
に
北
部
地
区
協
議
会

橋
元

健
議
長
（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会
社

取
締
役
副
社
長
）
か
ら
開
会
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
続
け
て
、
学
校
法
人
も

の
つ
く
り
大
学

学
長

赤
松

明
氏

よ
り
、
ご
挨
拶
、
並
び
に
大
学
の
概
要

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

概
要
説
明
で
は
、
も
の
つ
く
り
大
学

初
代
総
長
・
名
誉
総
長
で
も
あ
る
故

梅
原

猛
先
生
の
理
念
で
も
あ
る
「
知

行
合
一
」
に
つ
い
て
触
れ
、
も
の
づ
く

り
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
向
上
と
世

界
に
貢
献
す
る
旨
を
使
命
と
し
、
国
、

自
治
体
、
産
業
界
が
連
携
す
る
目
的
な

ど
、
大
学
開
学
の
原
点
、
各
学
科
（
総

合
機
械
学
科
・
建
設
学
科
）
の
学
び
の

特
徴
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
有
用
性
、

就
職
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
産
学
連
携
の
取

組
み
に
つ
い
て
は
、
も
の
つ
く
り
研
究

情
報
セ
ン
タ
ー
長

小
塚

高
史
氏
、

も
の
つ
く
り
大
学
設
立
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、
本
会
野
上
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
よ
り
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
内
見
学
で
は
、
ま
ず
初
め
に
、
総

合
機
械
学
科
が
主
に
使
用
す
る
製
造
棟

の
視
察
を
行
い
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
製
図
、

電
気
機
器
、
鋳
造
、
板
金
加
工
、
工
作

機
械
な
ど
の
実
習
が
可
能
な
、
専
門
的

な
機
材
が
置
か
れ
て
い
る
実
習
教
室
を

見
学
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
建
設
学
科

が
主
に
使
用
す
る
建
設
棟
の
視
察
を
行

い
、
木
材
の
加
工
・
組
立
て
、
鋼
構
造

物
の
組
立
て
、
左
官
・
タ
イ
ル
の
基
礎

な
ど
の
実
習
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

敷
地
内
に
は
、
木
造
二
階
建
て
の
小
屋

や
公
共
施
設
へ
提
供
し
て
い
る
休
憩
小

屋
、
製
造
棟
と
建
設
棟
の
二
階
部
分
を

繋
ぐ
橋
な
ど
、
学
生
た
ち
が
製
作
し
た

作
品
が
屋
外
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
内
見
学
終
了
後
に
は
、
質
疑
応
答

の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
年
間
の
総
実
習

時
間
、
学
生
の
就
職
に
対
す
る
意
識
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
有
用
性
な
ど
に

つ
い
て
、
様
々
な
視
点
で
の
質
疑
が
な

さ
れ
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
経
営
者
協
会
主
催
（
近
県
六
県

の
経
営
者
協
会
協
力
）
で
、
第
二
八
回

産
学
交
流
会
が
経
団
連
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
約
三
〇
〇
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

企
業
の
採
用
担
当
者
と
大
学
の
就
職

担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、
新
規
大
学
等

卒
業
予
定
者
の
就
職
・
採
用
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
企
業
・
大
学
と
直
接
情
報
・

名
刺
交
換
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
し

て
、
今
年
度
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
元
年
度
秋
季
北
部
地
区
協
議
会

「
学
校
法
人
も
の
つ
く
り
大
学
視
察
会
」
を

開
催

本会 野上 武利
シニアアドバイザー

ものつくり大学学長
赤松 明 氏

北部地区協議会
橋元 健 議長

製造棟視察の様子

建設棟視察の様子

質疑応答の様子

産学交流会 企業と大学で直接情報交換を行った
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新規機能性材料の評価

学歴・略歴
佐藤 一彦
（さとう かずひこ）
1983東京理科大学理学部
物理学科卒、1988広島大
学大学院理学研究科博士
課程修了、理学博士、筑
波大学助手、東京工業大
学助手、埼玉大学助教授
などを経て、2007より現
職。専門は低温物理学。

我々のグループでは素粒子の一
つであるミュー粒子（ミュオン）

を用いたミュオンスピン回転緩和法（mSRと略
記）という実験手法を用いて、主として電気を流
す有機物の低温物性研究を行っています。ミュオ
ンは陽子ビームを用いて生成されますが実験可能
な施設が世界で4カ所しかなく、日本では東海村
にある大強度陽子加速器施設（J-PARC）にて実
験が可能です。ミュオンを物質に注入すると結晶
格子間の適当な位置に静止しますが、ミュオンは
ミクロな磁石としての性質を持っているため、静
止した位置での局所的な内部磁場により磁石の向
きが変化し、その時間変化を調べることにより、
物質の局所的な内部磁場に関する情報がわかると
いう実験手法です。医療に用いられているMRI
における核磁気共鳴と似た手法ですが、外部磁場
を加える必要がなく、地球磁場より小さいような
物質内部の磁場も検出可能であるという特徴を持
っています。例えば有機物が磁石の性質を持つと
物質内部に磁場が生じ、ミュオンによりそれを検
出すればその性質が精度よく分かると言う訳です。

最近我々は特に1万気圧程度（場合によってはそ
れ以上）の圧力を物質に加え、圧力が物質に及ぼ
す影響に注目しています。有機物は無機物に比べ
て柔らかいため、圧力による変化が一般的に大き
いという特徴があります。電気を流さない絶縁体
の有機物であっても、圧力を加えることにより電
気を流す金属に変化する物質もあり、さらには低
温で超伝導を示すようになる場合もあります。
我々が開発したmSR実験用圧力容器を写真に示
します。圧力誘起有機超伝導の出現には磁性が深
く関与している可能性が指摘されており、その解
明の一助になることを期待しております。

膜電位センサーを用い
た生物組織の活動記録と
解析システムの開発
動物モデルを用いた疾
患メカニズムの理解と治
療法の探索

学歴・略歴
津田 佐知子
（つだ さちこ）
2009年東京大学大学院理
学系研究科単位取得退学。
博士（理学）。
Duke-NUS Graduate
Medical School 研究員、
埼玉大学助教などを経て、
2019年4月より現職。専
門は神経科学・発生生物
学。

脳は多数の細胞（神経細胞）か
らなり、多様な行動を制御してい

ます。その一つである小脳では、さまざまな情報
が統合され、運動の制御や学習などを担っていま
す。例えば、自転車の運転や楽器の演奏などでは、
特に意識せずとも身体が動くことが多いかと思い
ますが、このしくみには小脳での運動学習が大き
く関わっています。また近年、小脳は、認知機能
といった脳の高次機能も担うことが注目されてい
ます。一方、小脳に異常が生じると、徐々に体の
運動機能などが失われる脊髄小脳変性症など、治
療法の未だ無い難病を引き起こすとともに、自閉
症（発達障害）といった脳機能障害にも強く関わ
ることが知られています。
このように小脳は生命活
動に重要な役割をもちます
が、その機能を支える神経
ネットワーク（神経回路）
がいかに作られ、制御され
ているのかについては、そ
の多くが未解明です。この
しくみを明らかにするため、

小型の熱帯魚ゼブラフィッシュに、光を使ったア
プローチや行動実験を用い取り組んでいます。ゼ
ブラフィッシュは、ヒトと共通した脳の構造や行
動をもつとともに、体が小さく透明という特徴が
あり、生きたまま容易に脳全体の活動を観察でき
るなど、神経科学や発生学、そして医学研究に適
したモデル生物です。また近年、光技術の発展に
より、神経細胞の活動を、光によって記録しコン
トロールすることが可能となっています。私達は
その中でも、さまざまな神経活動を「見る」こと
が可能で、近年開発の著しい「膜電位イメージン
グ」（細胞の膜電位（細胞内外の電圧の違い）を
蛍光センサーを用いて見る）などに注目し、小脳
の神経ネットワークがいかに発達し学習するのか、

そのふるまいを明らかにしよ
うとしています。ゼブラフィ
ッシュというよりシンプルな
系を用いることで、脳の情報
処理の基本原理に迫れるとと
もに、神経難病などの病態理
解のための基盤情報が得られ
ることが期待されます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111111111111111111111111111666666666666666666666666回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

魚からひもとく小脳そして学習のしくみ
大学院理工学研究科 生命科学部門 生体制御学領域 津 田 佐知子 准教授

加速器を用いた低温物理学実験
大学院理工学研究科 物質科学部門 物質基礎領域 佐 藤 一 彦 教授

実験用圧力容器

ゼブラフィッシュ（左）、膜電位センサー
で標識したゼブラフィッシュの脳（右）
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工場における様々な生産機械（工場設備）
から発生する熱はしばしば機械内部に通じられた冷却水によって取り
除かれます。この冷却水は通常チラーや冷凍機などコンプレッサを備
えた機械によって生成されるため、相応の電力消費を伴います。照明
を含むこれらのインフラに要する電力消費は実に工場全体の50％程度
を占めることも多く、これを如何に抑えるかという問題は工場の省エ
ネのためには避けて通れない道です。
さて、この工場設備冷却水は一般に20℃程度であり、空調用の5～

7℃に比べると比較的に温度場が高いことがふつうです。そこで、冬
季など外気条件の許す期間には設備冷却水を冷凍機の代わりに冷却塔
を用いて生成するシステムが考案されており、フリークーリングの名
で知られています。このシステムは冷却塔内で気化しながら落下する
水滴が自らを冷却する原理を利用しているため、コンプレッサを必要
とせず圧倒的に電力消費を小さく抑えられます。最近では県内の企業
でも採用する事業所が見られるようです。
私たちは以前よりこのフリークーリングに関して熱工学的に精査し、

外気湿球温度と得られる冷却水温度の関係などにつき研究を続けてき
ました。その結果、これまで運転不可能と考えられてきた季節でも十
分な効果が得られる可能性を確認しています。また最近の成果によれ
ば、冷却塔内の循環水量を減らした場合でも、60％程度までであれば
得られる冷却水温度にはほとんど影響がなく、したがって少ないポン
プ動力による送水で同程度の冷却効果が期待できることが分かってい
ます。さらに、冷却塔をうまく選定すれば、循環水量を減らした時の
方がむしろ低い冷却水温度が得られる場合があることも明らかになっ
てきました†。
上の事実は、冷却塔の容量と冷却塔内循環水量を上手く選ぶとき冷
却塔の出口温度には最小値が存在するかも知れないことを示唆してお
り、熱交換器の選定と併せて詳しい感度分析を行えば、より一層の省
エネ効果が得られことになります。今後の成果にご期待ください。

†香村誠・他、工場設備冷却水フリークーリング用冷却塔の選定に関
する考察、2017日本機械学会年次大会講演論文集、G0900201。

本学に文化財建造物修復の研究室が設
置されて早15年の月日が経過しましたが、
埼玉県内には多くの貴重な歴史的建造物

が所在することで、研究室には多方面からのご相談や調査研究
依頼を頂いています。そのうち、直近における業績の一つに、
「行田市指定有形文化財 旧忍町信用組合店舗」の解体移築・
復原整備事業があります。
この建物は旧忍町信用組合（現埼玉縣信用金庫の前身）の店
舗兼事務所として大正11年（1922）8
月6日に竣工した、希少な木造の銀行
建築です。建物は下見板コロニアル様
式を基調とし、総2階建ての本屋に平
屋建ての下屋を背面に付帯させ、本屋
屋根をドーマウィンドウ付マンサード
型、下屋屋根を切妻形式とした形態が
採られています。なお、延べ床面積は
凡そ152㎡となります。

行田市内から市中心部に位置する忍城址水城公園への解体移
築は、諸事情から工期約7か月間と言う短期間での工事となり
ましたが、耐震補強整備もこれに加え、更に創建当初の姿への
復原整備もこのなかで行われました。
復原によって大きく変化したのは、外装が白色から3緑色の
色合いになったことです。この配色は旧深谷商業高等学校校舎
（現記念館）と類似していますが、両者には渋沢栄一翁との繋
がりがあり、恐らくこれが要因で旧忍町の配色が決まったと推

測されます。更に本屋マンサード屋根は現状
の瓦棒鋼板葺から、菱葺形状の天然スレート
葺に復されました。竣工時の古写真から屋根
改変が成されたことは想定できましたが、決
め手となる根拠がありませんでした。しかし、
建物解体に伴う調査によって、床下から当初
のスレート材が約70年の時を経て発見された
のです。まさにこの時を待っていたのではな
いでしょうか。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999777777777777777777777777回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

環境に配慮した工場設備冷却水の作り方
総合機械学科 香 村 誠 教授

香村 誠（こうむら まこと）教授 博士（工学） 慶應義塾大学博士課程中退、都内エンジニアリング企業を経て2002年もの
つくり大学着任、現在に至る。明治大学兼任講師、専門分野：流体力学・伝熱工学（連絡先：048‐564‐3846）

「文化財を活かした街づくり」で埼玉を元気に！
建設学科 横 山 晋 一 教授

横山晋一（よこやま しんいち）教授 横浜国立大学大学院博士課程後期修了。博士（工学）。㈶文化財建造物保存技術協会、
㈻立教学院立教大学を経て現職。日本建築学会、日本建築家協会、文化財保存修復学会などに所属。
（連絡先：048‐564‐3861／yokoyama@iot.ac.jp）

復原整備後
正側面外観

復原整備後 マンサード
屋根天然スレート菱葺
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コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
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到着順掲載紙上名刺交換会

関
東
支
社

支
社
長

恒
成
和
広

富

士

通

株

式

会

社

埼
玉
中
央

支
店
長

古
元
真
秀

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式
会
社

代
表
取
締
役

最
高
顧
問

菊
池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

本
部
長

株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

関
東
エ
リ
ア
本
部

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社
エ
フ
テ
ッ
ク

総
支
配
人

道
上
浩
之

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和

代
表
取
締
役

社

長

望
月

諭

望
月
印
刷
株
式
会
社

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

廣
澤

健
一

職

員

一

同

代
表
取
締
役

社

長

関

勝

埼
京
東
和
薬
品
株
式
会
社
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………105社
回収率……………………………19．1％

�業種内訳 �内製造業………………48社
�内非製造業……………57社

�資本金別
�5000万円以下………………………46社
�5000万円超～1億円以下…………26社
�1億円超～3億円以下……………9社
�3億円超……………………………24社

企業経営動向調査（2019年度第3回〈10月調査〉）結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、19年7月比で
製造業「＋16」、非製造業「－11」で
あり、非製造業で下降した先が増加。

�先行きは、19年7月比で製造業「＋15」、
非製造業「±0」であり、製造業で上
昇を見込む先が増加。

19年10月

－19

－19

－19

－30

－27

－32

19年7月

－21

－35

－8

－37

－42

－32

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、19年7月比で
製造業は「＋6」、非製造業は「－2」
となり、製造業の大幅なマイナスが続
いている。

�先行きは、19年7月比で製造業「＋18」、
非製造業「＋11」であり、製造業・非
製造業ともに上昇を見込む先が増加。

19年10月

－27

－42

－14

－27

－27

－26

19年7月

－29

－48

－12

－41

－45

－37

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、19年7月比で
製造業「－11」、非製造業「－4」で
あり、製造業・非製造業ともに下降し
た先が増加。

�先行きは、19年7月比で製造業「＋4」、
非製造業「＋3」であり、製造業・非
製造業ともに上昇を見込む先が増加。

19年10月

－19

－38

－4

－17

－21

－14

19年7月

－13

－27

0

－21

－25

－17

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）19／4－6月期、19／7－9月期の上段の（ ）内の数値は19年4月調査時の見通し

�19／7－9月期の売上高DI は、19／4－6
月期比で製造業「±0」、非製造業「＋28」
であり、非製造業で上昇した先が大幅増加。

�今後の見通しは、19／10－12期は7－9期比
で製造業「＋19」、非製造業「－23」。20／1
－3期は19／10－12期比で製造業「－8」、
非製造業「±0」となっている。

見 通 し

20／1－3

－5

－8

－2

19／10－12

（6）
－1

（6）
0

（7）
－2

実 績

19／7－9

（9）
3

（－2）
－19

（18）
21

19／4－6

－12

－19

－7

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�19／7－9月期の経常利益DI は、19／4－
6月期比で製造業「－16」、非製造業「＋13」
であり、非製造業で上昇した先が増加。

�今後の見通しは、19／10－12期は7－9期比
で製造業「＋25」、非製造業「－5」。20／1
－3期は19／10－12期比で製造業「－6」、
非製造業「－2」となっている。

見 通 し

20／1－3

－8

－8

－7

19／10－12

（2）
－4

（－2）
－2

（5）
－5

実 績

19／7－9

（－7）
－12

（－13）
－27

（－2）
0

19／4－6

－12

－11

－13

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、19年7月
比で製造業「－2」、非製造業「－4」
であり、製造業・非製造業ともに不足
した先が増加。

�先行きは、19年7月比で製造業「－7」、
非製造業「－6」であり、製造業・非
製造業ともに不足を見込む先が増加。

19年10月

7

13

2

－2

4

－8

19年7月

10

15

6

5

11

－2

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、19年
7月比で製造業「＋10」、非製造業「＋
2」であり、製造業・非製造業ともに
過剰した先が増加。

�先行きは、19年7月比で製造業「＋6」、
非製造業「＋3」であり、製造業・非
製造業ともに過剰を見込む先が増加。

19年10月

2

6

－2

－1

0

－2

19年7月

－4

－4

－4

－6

－6

－5

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は、19年7月比で
製造業「＋8」、非製造業「－8」で
あり、非製造業で不足した先が増加。

�先行きは、19年7月比で製造業「＋9」、
非製造業「－2」であり、非製造業で
不足を見込む先が増加。

19年10月

－31

－15

－46

－33

－21

－44

19年7月

－31

－23

－38

－36

－30

－42

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、19年7月比で
製造業「－5」、非製造業「－4」で
あり、製造業・非製造業ともに厳しい
とした先が増加。

�先行きDI は、19年7月比で製造業「－
3」、非製造業「±0」であり、製造
業で厳しいと見込む先が増加。

19年10月

9

6

11

8

6

9

19年7月

13

11

15

9

9

9

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、19年7月比で
製造業「－2」、非製造業「－6」で
あり、製造業・非製造業ともに下落し
た先が増加。

�先行きは、19年7月比で製造業「－4」、
非製造業「－10」であり、製造業・非
製造業ともに下落を見込む先が増加。

19年10月

0

2

－2

－6

－6

－6

19年7月

4

4

4

1

－2

4

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、19年7月比で
製造業「－13」、非製造業「－2」で
あり、製造業・非製造業ともに下落し
た先が増加。

�先行きは、19年7月比で製造業「＋1」、
非製造業「－8」であり、非製造業で
下落を見込む先が増加。

19年10月

22

25

19

23

33

13

19年7月

29

38

21

26

32

21

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
中
小
企
業
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
活
用

セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催

二
〇
一
八
年
五
月
に
特
許
庁
「
産
業

競
争
力
と
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
研
究

会
」
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
企
業
の

競
争
力
強
化
に
向
け
た
課
題
の
整
理
と

対
応
策
と
し
て
「『
デ
ザ
イ
ン
経
営
』

宣
言
」
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、

「
デ
ザ
イ
ン
は
、
企
業
が
大
切
に
し
て

い
る
価
値
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
意
志
を
表
現
す
る
営
み
で
あ
る
。（
中

略
）
そ
の
価
値
や
意
思
を
徹
底
さ
せ
、

そ
れ
が
一
貫
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

伝
わ
る
こ
と
で
、
他
の
企
業
で
は
代
替

で
き
な
い
と
顧
客
が
思
う
ブ
ラ
ン
ド
価

値
が
生
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
デ
ザ
イ
ン

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
力

に
な
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
一
流
企
業
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
経
営
の
中
枢
に

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
参
画
し
、
大
き
な
成
果

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
国
内
に
お

い
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
経
営
に
お
け
る

重
要
性
が
理
解
さ
れ
始
め
た
の
は
こ
こ

最
近
で
、
二
〇
一
九
年
は
ま
さ
に
デ
ザ

イ
ン
経
営
元
年
に
な
る
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
十
一
月

二
〇
日
㈬
、「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』
の
組
織
へ
の
導
入
、
実
践
を
通
じ

企
業
の
独
自
価
値
（Only

One
Value

）
を
創
造
し
よ
う
！
」
と
題
し

て
、
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
3
Ｄ
Ａ

Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
の
Ｄ
Ａ
Ｙ
1
（
第
一
日

目
）
を
、
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専

門
家
の
草
野
紀
親
氏
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、「
企
業
価
値
の
創
造
に
向
け

て
「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
知

ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
日
は
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二
二
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
2
つ
の

側
面
で
あ
る
「
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ

ン
」
に
つ
い
て
の
概
念
。

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
に

つ
い
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
、

組
織
レ
ベ
ル
、
戦
略
レ
ベ
ル
の
三
つ
の

階
層
に
整
理
さ
れ
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
立
条

件
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
へ
の
目
覚
め
、

責
任
者
（
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
）
の
存
在
、

経
営
ト
ッ
プ
の
関
与
が
必
要
で
あ
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
タ
イ
プ

に
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
型
、
ポ
リ
シ
ー

型
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
、
機
能
内
包
型
、

デ
ザ
イ
ン
浸
透
型
の
五
つ
が
あ
る
。

・
経
営
者
が
積
極
的
に
デ
ザ
イ
ン
に
興

味
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
、
デ
ィ
フ
ァ
レ

ン
テ
ー
タ
ー
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
四
つ
の
役
割
か

ら
期
待
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
効
果
が
異

な
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
導
入
に
つ
い
て
、
経
済
的

な
効
果
、
モ
ノ
作
り
に
お
け
る
効
果
、

イ
メ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ン
ド
面
の
効
果
、
意

識
・
風
土
面
の
効
果
の
四
つ
の
効
果
に

マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
る
。

・
技
術
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
）
か
破
壊
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
ザ
イ
ン
思
考
）
か
、

ど
ち
ら
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
か
が
非
常

に
重
要
と
な
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
働
き
方
改
革
の
推
進

と
い
う
言
葉
が
日
々
飛
び
交
う
中
で
、

中
小
企
業
の
現
状
を
見
る
と
、
関
心
は

あ
る
が
こ
れ
ら
の
技
術
や
ツ
ー
ル
を
な

か
な
か
導
入
で
き
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
、
各
種
調
査
に
よ
る
と
、「
適
用

業
務
が
未
定
」「
デ
ー
タ
が
準
備
で
き

な
い
」「
費
用
対
効
果
が
説
明
で
き
な

い
」「
何
が
で
き
る
か
が
把
握
で
き
て

い
な
い
」と
い
っ
た
理
由
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
・
活
用
で
き
な

い
理
由
の
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
・
活
用
は
、
中

小
企
業
の
喫
緊
か
つ
最
重
要
課
題
で
あ

る
生
産
性
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、Ｉ
ｏ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
・
活
用
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

十
一
月
二
六
日
㈫
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、「
中

小
企
業
向
け
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ

活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
四
〇
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
Ⅰ
で
は
、
株
式
会
社
富
士
通
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
産
業
営
業
本
部
産
業

ビ
ジ
ネ
ス
推
進
統
括
部
も
の
づ
く
り
ビ

ジ
ネ
ス
推
進
部
長
、
小
林
厚
夫
氏
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、「
中
小
企
業
の

Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
活
用
（
事
例
、
効
果
と

課
題
）」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
製
造
・
生
産
現
場
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
取
組
み
や
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
準

備
・
体
制
づ
く
り
の
支
援
策
、
業
種
別

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
受
注
商
談
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
Ａ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
現
状
に

つ
い
て
の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
化
の
事
例
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
に
よ
る
全
拠
点
間
の
見
え
る
化
、

機
械
学
習
を
利
用
し
た
Ａ
Ｉ
画
像
認
識

に
よ
る
良
・
不
良
品
判
別
の
業
務
効
率

化
の
事
例
、
さ
ら
に
は
音
声
認
識
に
よ

る
音
響
振
動
診
断
な
ど
、
多
く
の
実
践

事
例
の
ご
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
Ａ
Ｉ
活
用
に
向
け
て
、

効
率
的
な
Ａ
Ｉ
活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
ポ
イ
ン
ト
や
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て

の
問
題
点
な
ど
を
示
唆
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
Ⅱ
で
は
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社
、

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
、

林
薫
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
Ｒ

第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』の
組
織
へ
の
導
入
、実

践
を
通
じ
企
業
の
独
自
価
値（O

nly
O
ne
V
alue

）

を
創
造
し
よ
う
！
」
〜
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
3

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
〜
Ｄ
Ａ
Ｙ
1
を
開
催

講演する
草野 紀親氏

講演を行う
小林 厚夫氏

講演を行う
林 薫氏
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第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

社
内
発
表
会
を
開
催

Ｐ
Ａ
導
入
の
功
罪
（
先
行
事
例
に
学
ぶ

活
用
推
進
の
ポ
イ
ン
ト
）」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
の

利
用
事
例
や
、
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
、
今

後
は
、
中
小
企
業
の
導
入
が
多
く
な
る

な
ど
、
最
近
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
市
場
動
向
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
企
業
の
現
状
、
導
入

失
敗
の
事
例
や
活
用
成
功
の
た
め
に
必

要
な
体
制
作
り
、
更
に
は
、
体
制
作
り

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
ど
の
よ
う
に
解
決

す
る
か
、
組
織
内
役
割
分
担
に
つ
い
て

な
ど
、
多
く
の
実
践
事
例
を
踏
ま
え
て

ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
サ
ー
バ
環
境
の
整
備
や
ユ
ー
ザ
の

利
用
範
囲
の
拡
張
、
別
製
品
と
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
更
な
る
効
率
化
推
進
が
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
の
最
終
的
な
目
標
（
ゴ
ー

ル
）
で
あ
る
生
産
性
向
上
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
と
し
て
、
話
し
を
結
ば
れ
ま
し

た
。

障
害
者
の
職
業
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
「
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

（
障
害
者
雇
用
促
進
法
）」
で
は
、
事

業
主
に
対
す
る
障
害
者
雇
用
の
義
務
づ

け
や
障
害
者
雇
用
に
伴
う
経
済
的
負
担

の
調
整
、
各
種
助
成
金
に
つ
い
て
、
障

害
者
本
人
に
対
す
る
措
置
と
し
て
職
業

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二

八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
改

正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
で
は
、
障
害

者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
や
合
理
的
配

慮
の
提
供
の
義
務
化
、
三
〇
年
度
か
ら

五
年
間
に
限
り
、
精
神
障
害
者
を
法
定

雇
用
率
の
算
定
基
礎
に
加
え
る
等
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
な
ど
、
企
業
が
障
害

者
雇
用
を
進
め
る
環
境
が
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
企

業
の
皆
様
に
障
害
者
雇
用
の
一
層
の
促

進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
十
一
月
十
九
日
㈫
、
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

て
、「
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ

ナ
ー
」
を
埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
本

会
の
主
催
で
開
催
し
、
一
四
六
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
埼
玉
労
働
局
職
業

安
定
部
長
の
大
塚
陽
太
郎
氏
に
ご
挨
拶

い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
講
演
、
埼
玉
県

障
害
者
雇
用
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
案
内
、
障
害
者
雇
用
企
業
に
よ

る
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部

教
授
の
中
島
隆
信
氏
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、「
障
害
者
雇
用
か
ら
学
ぶ
こ

と
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。経

済
学
か
ら
見
た
障
害
者
就
労
の
利

点
に
つ
い
て
、
損
益
計
算
書
上
か
ら
成

り
立
た
な
い
ケ
ー
ス
と
成
り
立
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
事
例
を
挙
げ
、

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
視
点
と
し
て
、
社

会
全
体
で
配
慮
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
全

体
最
適
の
考
え
方
が
必
要
と
の
示
唆
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
配
慮
の
コ

ス
ト
を
下
げ
る
工
夫
と
し
て
行
政
が
す

べ
き
こ
と
、
企
業
に
で
き
る
こ
と
、
当

事
者
に
で
き
る
こ
と
、
社
会
が
で
き
る

こ
と
、
各
々
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
み
な
し
雇
用
の
仕
組
み

や
、
Ａ
型
報
酬
体
系
の
問
題
点
、
特
例

子
会
社
へ
の
た
だ
乗
り
や
子
会
社
へ
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
纏
め
と
し
て
、
大
企
業
型

の
障
害
者
雇
用
モ
デ
ル
は
曲
が
り
角
に

き
て
い
る
、
新
し
い
技
術
と
発
想
に
よ

る
「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
、
現
場
仕

事
中
心
の
障
害
者
雇
用
へ
の
転
換
な
ど

の
問
題
を
提
起
い
た
だ
き
、
最
後
に
、

「
障
害
者
を
作
っ
て
い
る
の
は
私
た
ち

自
身
で
あ
る
」
と
の
言
葉
で
講
演
を
締

め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、「
障
害
者
を
雇
用
す
る
に

あ
た
っ
て
」
と
題
し
、
埼
玉
県
障
害
者

雇
用
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
企
業
支

援
部
門
長
の
岡
濱
君
枝
氏
か
ら
、
障
害

者
雇
用
を
め
ぐ
る
現
状
や
課
題
、
雇
用

の
ポ
イ
ン
ト
や
、
雇
用
開
拓
、
企
業
支

援
、
定
着
支
援
等
の
埼
玉
県
障
害
者
雇

用
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
障
害
者
雇
用
企
業
に
よ
る

継
続
就
労
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
に
関
す
る
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

ヨ
ネ
ザ
ワ
製
菓
㈱
労
務
管
理
部
部
長

の
玉
置
恵
美
氏
か
ら
「
戦
力
と
し
て
活

躍
！
わ
が
社
の
障
害
者
雇
用
」
と
題
し

て
、
同
社
の
障
害
者
雇
用
の
き
っ
か
け

や
現
状
、
定
着
の
た
め
の
取
組
み
な
ど

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
日
新
化
工
㈱
花
園
工
場
課

長
の
崎
山
勝
史
氏
か
ら
「
中
小
企
業
の

製
造
現
場
だ
か
ら
こ
そ
、
戦
力
に
で
き

る
、
精
神
障
害
者
雇
用
」
と
題
し
て
、

同
社
の
障
害
者
雇
用
の
現
状
、
雇
用
の

き
っ
か
け
、
戦
力
に
さ
せ
る
四
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
、
勤
務
時
間
に
お
け
る
配
慮
、

職
場
で
の
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
で
は
「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
を
本
会
が
推
進
団

体
と
し
て
実
施
し
、
企
業
と
学
生
が
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

の
運
営
お
よ
び
、
幹
事
大
学
の
埼
玉
大

学
統
合
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｕ
と
連

携
し
て
埼
玉
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
の
課
題
解
決
力

お
よ
び
就
業
意
識
を
高
め
、
県
内
企
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
県
内

企
業
が
抱
え
る
業
務
運
営
上
の
課
題
の

解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組

む
も
の
で
、
学
生
は
大
学
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
長
期
に
渡
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ

説明を行う
岡濱 君枝氏

講演を行う
中島 隆信氏

事例発表を行う
玉置 恵美氏

事例発表を行う
崎山 勝史氏
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ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

「
女
性
活
躍
の
た
め
の
働
き
方
改
革
推
進
セ
ミ
ナ

ー
」
開
催

年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

十
一
月
一
日
㈮
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
年
度

参
加
い
た
だ
い
た
株
式
会
社
カ
タ
ヤ
マ

（
さ
い
た
ま
市
）
に
お
い
て
、
学
生
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
の
社

内
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
生
の
埼
玉
大
学
経

済
学
部
経
済
学
科
二
年
生
の
古
川
真
結

花
さ
ん
よ
り
、
建
設
業
界
が
抱
え
る
課

題
と
し
て
、
女
性
活
躍
の
た
め
の
就
業

継
続
と
定
着
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ

内
容
の
発
表
や
、
女
性
が
働
き
や
す
い

環
境
整
備
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、

男
女
が
共
に
快
適
で
平
等
感
の
あ
る
待

遇
改
善
な
ど
の
意
識
改
革
を
行
う
な
ど

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

発
表
後
に
は
、
出
席
さ
れ
た
企
業
・

大
学
関
係
者
か
ら
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

や
感
想
を
伝
え
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
振
り
返
り
つ
つ
、
学
生
の

就
業
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

一
〇
月
二
八
日
㈪
に
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
埼

玉
労
働
局
と
本
会
の
共
催
で
、
ウ
ー
マ

ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
「
女
性
活
躍
の

た
め
の
働
き
方
改
革
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
七
五
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
に
閣
議
決
定
し
た
「
ニ

ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
及
び
平

成
二
九
年
に
働
き
方
改
革
実
現
会
議
で

決
定
さ
れ
た
「
働
き
方
改
革
実
行
計

画
」
に
お
い
て
、
働
き
方
改
革
及
び
女

性
の
活
躍
推
進
は
我
が
国
の
成
長
戦
略

と
し
て
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
成
立
し
た
「
働
き
方
改
革

関
連
法
」
が
本
年
四
月
か
ら
順
次
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
女

性
の
活
躍
推
進
や
働
き
方
改
革
へ
の
取

組
み
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

開
会
に
あ
た
り
、
埼
玉
労
働
局
長
雇

用
環
境
・
均
等
室
長
の
手
塚
和
子
氏
よ

り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
住
友
商
事
㈱
・
味
の
素

㈱
・
㈱
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

社
外
取
締
役
の
岩
田
喜
美
枝
氏
よ
り

「
経
営
戦
略
と
し
て
の
女
性
活
躍
推

進
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
女
性
活
躍
の
必
要
性
や
、
女
性

の
活
躍
推
進
の
た
め
に
企
業
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
、
女
性
の
育
成
・
登
用
の

た
め
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
、
管

理
職
や
女
性
社
員
の
意
識
改
革
な
ど
に

つ
い
て
ご
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
、
ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
・

ゼ
ノ
ア
株
式
会
社
の
人
事
・
総
務
部
長

臼
井
浩
司
氏
よ
り
「
我
が
社
の
女
性
活

躍
推
進
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
と
題

し
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社
の

女
性
社
員
の
概
況
や
、
女
性
管
理
職
お

よ
び
準
管
理
職
層
の
積
極
的
な
登
用
に

つ
い
て
や
、
あ
る
管
理
職
社
員
の
育
休

へ
の
対
応
の
事
例
な
ど
、
実
際
に
取
り

組
ん
で
い
る
取
組
に
つ
い
て
具
体
的
に

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

最
後
に
、
埼
玉
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
、
雇
用
均
等
指
導
員
の
富
田
勝

氏
よ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
の
改
正
に
つ
い
て
、
不
合
理
な

待
遇
差
解
消
に
つ
い
て
な
ど
詳
細
に
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

給
与
計
算
を
行
っ
て
い
る
部
署
に
お

い
て
は
、
毎
年
十
二
月
か
ら
一
月
に
か

け
て
「
年
末
調
整
事
務
」
を
行
い
ま
す
。

年
末
調
整
は
、
税
金
（
所
得
税
）
の
計

算
を
一
人
ひ
と
り
、
正
確
に
算
出
す
る

緻
密
な
事
務
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

会
社
で
は
給
与
ソ
フ
ト
が
計
算
し
ま
す

が
、
そ
こ
に
至
る
過
程
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
実
務
上
き
わ
め
て
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
十
一
月
十
四
日
㈭
、
中
小

企
業
か
ら
東
証
一
部
上
場
企
業
に
至
る

ま
で
多
く
の
規
模
・
業
種
の
企
業
を
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
に
持
ち
、
全
国
で
公
演
活

動
の
傍
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
・
ビ
ジ
ネ
ス

雑
誌
の
執
筆
も
行
っ
て
い
る
、
小
島
経

営
労
務
事
務
所

所
長

特
定
社
会
保

険
労
務
士

小
島
信
一
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
「
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

九
階
九
〇
六
会
議
室
に
て
開
催
し
、
三

九
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
、
導
入
と

し
て
、
年
末
調
整
と
は
何
か
、
確
定
申

告
と
年
末
調
整
の
違
い
、
ど
こ
の
役
所

に
何
を
提
出
す
る
の
か
、
給
与
所
得
に

あ
た
る
も
の
は
何
か
、
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
年
末
調
整
の
実
務
と
し
て
、

各
種
申
告
書
の
記
載
と
内
容
確
認
方
法
、

添
付
書
類
や
控
除
証
明
書
を
見
分
け
る

ポ
イ
ン
ト
、
集
計
方
法
を
解
説
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
よ
り
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
申
告
書
を
使

関係者全体撮影

住友商事㈱・味の素
㈱・㈱りそなHD

社外取締役
岩田喜美枝氏

埼玉労働局長
雇用環境均等室長
手塚和子氏

埼玉労働局雇用環境
均等室雇用均等
指導員 富田勝氏

ハスクバーナ・
ゼノア株式会社
人事・総務部長
臼井浩司氏

講師：小島信一氏
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青
年
経
営
者
部
会

第
四
四
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会
全
国
大
会
in
愛
知
開
催

青
年
経
営
者
部
会

第
四
〇
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

矢
部
利
人
氏（
丸
和
工
業
代
表
取
締
役
社
長
）が
優
勝

っ
た
実
務
演
習
も
併
せ
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

小
島
氏
か
ら
は
、
来
年
度
の
改
定
ポ

イ
ン
ト
の
解
説
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら

の
個
別
質
問
に
も
丁
寧
に
解
答
し
て
頂

き
ま
し
た
。

他
県
の
青
年
経
営
者
と
の
地
域
を
越

え
た
相
互
啓
発
や
交
流
の
機
会
、
ま
た

埼
玉
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
を
深
め
る

「
宿
泊
例
会
」
と
し
て
、
一
一
月
七
日

㈭
・
八
日
㈮
の
行
程
で
行
わ
れ
た
「
第

四
四
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会
全
国
大

会
in
愛
知
」
に
、
当
部
会
か
ら
七
名
の

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
一
一
府

県
の
経
営
者
協
会
青
年
部
会
か
ら
計
一

八
〇
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
、
二
日
に

亘
っ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
式
典
の

部
（
大
会
式
典
、
記
念
講
演
）、
懇
親

会
の
部
（
懇
親
会
）
の
二
部
構
成
。

式
典
の
部
で
は
、
愛
知
県
副
知
事
森

岡
仙
太
氏
、
愛
知
県
経
営
者
協
会
会
長

加
藤
宣
明
氏
、
同
青
壮
年
経
営
者
部
代

表
幹
事
杉
山
達
哉
氏
よ
り
歓
迎
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は
「
夢
を
持

つ
な
！
目
標
を
持
て
！
」
と
題
し
て
、

カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
壱
番
屋
創
業

者
宗
次
德
二
氏
が
ご
講
演
を
さ
れ
ま
し

た
。

・
継
続
し
て
栄
え
る
経
営
の
根
本
は

「
優
し
さ
」
で
あ
る
。

・
経
営
者
が
や
る
べ
き
こ
と
は
「
社
員

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
」「
お
客
様
の

期
待
に
応
え
る
こ
と
」。
経
営
に
身

を
捧
げ
る
と
楽
し
い
。

・
現
場
主
義
で
、
答
え
は
す
べ
て
お
客

様
の
声
に
あ
る
。

・
絵
に
描
い
た
餅
の
よ
う
な
「
夢
」
で

は
な
く
、
目
標
必
達
を
繰
り
返
し
て

い
く
こ
と
が
面
白
い
。

と
い
っ
た
様
々
な
お
話
し
を
う
か
が
う

大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
和
太
鼓
や

地
元
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
、
各

種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
次
回
全
国
大
会
開
催
地
で
あ

る
石
川
県
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
と

続
き
、
部
会
員
同
士
が
地
域
を
越
え
て

懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は

「
ゴ
ル
フ
大
会
」「
観
光
（
愛
知
の
産

業
・
歴
史
・
食
を
体
感
）」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
「
愛
知
県
屈
指

の
名
門
コ
ー
ス
」
と
し
て
知
ら
れ
る
愛

知
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
東
山
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
合
計
一
六
組
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
一
方
、「
観
光
」
で
は

四
〇
名
の
方
が
参
加
し
「
ト
ヨ
タ
博
物

館
」
に
て
自
動
車
誕
生
の
歴
史
を
体
感

し
、「
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
」
で
は
、

近
世
城
郭
御
殿
の
最
高
傑
作
武
家
風
書

院
造
を
見
学
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
他

県
の
青
年
経
営
者
と
地
域
を
越
え
た
相

互
啓
発
や
交
流
が
で
き
、
ま
た
、
当
部

会
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
も
深
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

第
四
〇
回
青
年
経
営
者
部
会
会
員
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
一
一
月
二
七
日
㈬

鳩
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
開

催
し
、
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
望
月

諭
実
行
委
員

長
（
望
月
印
刷
代
表
取
締
役
社
長
）
の

挨
拶
、
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
鳩
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
、�
池
の
魔
術
師
�
と
し
て
名

高
い
小
林
光
昭
氏
設
計
に
よ
る
ク
ラ
ブ

で
、
巧
み
に
配
置
さ
れ
た
池
や
バ
ン
カ

ー
と
絡
む
シ
ー
ン
が
多
い
た
め
戦
略
性

が
高
く
、
ま
た
、
広
々
と
し
た
ホ
ー
ル

は
、
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
ピ
ン
フ

ラ
ッ
グ
が
望
め
、
ゆ
っ
た
り
か
つ
豪
快

に
プ
レ
ー
が
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す
。

結
果
は
、
矢
部
利
人
氏
（
丸
和
工
業

代
表
取
締
役
社
長
）
が
優
勝
、
準
優
勝

は
、
北
浜
雄
嗣
氏
（
埼
和
興
産
代
表
取

締
役
社
長
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
臼
田
和
弘
部
会
長
（
臼

田
代
表
取
締
役
社
長
）
の
開
会
挨
拶
の

後
、
表
彰
式
に
移
り
、
各
賞
の
表
彰
の

ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
続
い
て
賑
や
か

な
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ー
や
懇
親
会
を
通
し
て
、
普
段

の
例
会
と
は
異
な
る
雰
囲
気
で
部
会
員

の
懇
親
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

各地からの参加者180名で交流を深める

埼玉から7名が参加

特別講演を行う
宗次德二氏

第40回会員親睦ゴルフ大会集合写真
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青
年
経
営
者
部
会

第
四
回
勉
強
会

�
学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
�
開
催

「
第
四
回
勉
強
会
�
学
び
合
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
�
経
営
者
と
し
て
学
ぶ
べ
き
、

経
営
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
読

書
会
＆
意
見
交
換
会
」
を
一
一
月
一
五

日
に
開
催
し
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

変
化
の
激
し
い
今
の
時
代
こ
そ
、
経

営
者
に
は
、
自
分
の
型
を
確
立
し
た
後

も
「
固
ま
り
か
け
た
自
分
」
を
も
う
一

度
壊
わ
し
、成
長
し
続
け
る
た
め
の「
学

び
ほ
ぐ
す
力
」
が
必
要
で
す
。「
学
び

ほ
ぐ
し
」
と
は
、
一
度
固
ま
っ
た
知
識

の
か
た
ま
り
を
ほ
ぐ
し
、
必
要
の
な
い

も
の
を
捨
て
、
知
識
を
組
み
直
す
作
業

で
す
。
そ
の
「
学
び
ほ
ぐ
し
」
の
機
会

を
経
営
者
同
士
で
共
有
し
、
あ
ら
た
め

て
「
経
営
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
関

し
て
学
び
合
う
機
会
と
し
て
て
、
ま
た
、

新
た
な
学
び
の
場
と
し
て
、
今
年
度
よ

り
継
続
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

◇
発
表
さ
れ
た
書
籍

「
人
間
性
尊
重
型

大
家
族
主
義
経
営

〜
新
し
い
�
日
本
型
経
営
�
の
夜
明
け

〜
」
天
外
伺
朗

西
泰
宏

共
著

「
目
標
達
成
の
ル
ー
ル
」
原
田

隆
史
著

「
ジ
ャ
リ
道

そ
れ
で
も
立
ち

上
が
っ
た
経
営
者
た
ち
」
㈱
デ

サ
ン

藤
池
誠
治
氏
他

埼
玉

新
聞
社

山
田
浩
美
編
集

「
知
的
生
産
性
向
上
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
（
デ
ィ
ッ
プ
ス
）」
小
林
忠
嗣
著

「
平
尾
誠
二
名
言
録
〜
人
を
動
か
す
1

2
0
の
言
葉
〜
」
平
尾
誠
二
著

◇
発
表

「
書
籍
の
内
容
紹
介
（
主
な
ポ
イ
ン

ト
・
主
張
）」「
書
籍
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

「
今
後
の
経
営
に
ど
う
活
か
す
か
」
に

関
し
て
発
表
し
た
後
、
参
加
メ
ン
バ
ー

で
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
取
り
上
げ
ら
れ
た

書
籍
の
テ
ー
マ
を
呼
び
水
と
し
て
、

各
々
が
抱
え
て
い
る
�
経
営
課
題
や
悩

み
�
に
関
し
て
打
ち
明
け
、
お
互
い
に

ア
ド
バ
イ
ス
や
激
励
を
し
合
え
る
貴
重

な
場
と
な
っ
て
い
る
」「
日
頃
培
っ
て

い
る
信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
相

互
啓
発
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
メ
ン

バ
ー
の
方
に
も
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
感
想
が
出
ま
し
た
。

成
長
し
続
け

る
た
め
の
「
学

び
ほ
ぐ
し
」
の

機
会
を
、
信
頼

関
係
を
ベ
ー
ス

と
し
た
経
営
者

同
士
で
共
有
す

る
貴
重
な
機
会

と
し
て
、
今
後

も
継
続
し
て
開

催
し
て
ま
い
り

ま
す
。

固
定
残
業
代
と
は

固
定
残
業
代
と
は
、「
職
業
紹
介
等
適
切

対
処
指
針
」（
最
終
改
正
平
三
〇
・
九
・
七

厚
労
告
示
三
二
二
号
）
に
よ
れ
ば
「
名
称
の

い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
時
間
分
の
時

間
外
労
働
、
休
日
労
働
及
び
深
夜
労
働
に
対

し
て
定
額
で
支
払
わ
れ
る
割
増
賃
金
（「
固

定
残
業
代
」
と
い
う
。）」
と
さ
れ
て
い
る
。

割
増
賃
金
の
支
払
い
方
法
と
し
て
、
労
働

契
約
に
お
い
て
、「
割
増
賃
金
」
と
し
て
、

一
定
の
金
額
ま
た
は
一
定
の
時
間
に
相
当
す

る
額
を
、
基
本
給
と
は
別
の
手
当
と
す
る
方

法
（
定
額
残
業
手
当
）、

基
本
給
の
中
に
残
業
手
当

等
に
相
当
す
る
部
分
と
し

て
一
定
の
金
額
を
組
み
込

ん
で
支
払
う
方
法
（
定
額

残
業
給
）
が
あ
る
。

固
定
残
業
代
は
認
め
ら
れ
る
か

こ
の
よ
う
な
固
定
（
定
額
）
制
の
残
業
代

の
支
払
い
は
合
法
か
と
の
点
に
つ
い
て
は
、

行
政
通
達
に
で
、「
一
般
的
に
は
、
年
俸
に

時
間
外
労
働
等
の
割
増
賃
金
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
っ
て
、
割
増
賃
金
相
当
部
分
と

通
常
の
労
働
時
間
に
対
応
す
る
賃
金
部
分
と

の
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
割
増
賃

金
額
以
上
支
払
わ
れ
て
い
る
場
合
は
労
働
基

準
法
第
三
七
条
に
違
反
し
な
い
と
解
さ
れ

る
。」（
平
一
二
・
三
・
八
基
収
七
八
号
）
と

し
、
こ
の
方
法
の
支
払
も
認
め
て
い
る
。

最
高
裁
判
決
で
も
、「
割
増
賃
金
の
算
定

方
法
は
、
労
基
法
三
七
条
等
に
具
体
的
に
定

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
条
は
、
労
基
法

第
三
七
条
等
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
算

定
さ
れ
た
額
を
下
回
ら
な
い
額
の
割
増
賃
金

を
支
払
う
こ
と
を
義
務
づ
け
る
に
と
ど
ま
る

も
の
と
解
さ
れ
、
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
基

本
給
や
諸
手
当
に
あ
ら
か
じ
め
含
め
る
こ
と

に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
う
と
い
う
方
法
自

体
が
直
ち
に
同
条
に
反
す
る
も
の
で
は
な

い
。」
と
判
示
し
て
、
固
定
残
業
代
に
よ
る

支
払
を
有
効
と
認
め
て
い
る
（
第
二
小
法
廷

平
二
九
・
七
・
七
判
決
）。

固
定
残
業
代
の
有
効
要
件
は

前
記
の
「
指
針
」
で
は
、
固
定
残
業
代
に

関
し
「
計
算
方
法
（
固
定
残
業
代
の
算
定
の

基
礎
と
し
て
設
定
す
る
労
働
時
間
数
（
以
下

「
固
定
残
業
時
間
」
と
い
う
。）
及
び
金
額

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
に
限
る
）、
固
定
残

業
代
を
除
外
し
た
基
本
給
の
額
、
固
定
残
業

時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
及

び
深
夜
労
働
分
に
つ
い
て
の
割
増
賃
金
を
追

加
で
支
払
う
こ
と
等
を
明
示
す
る
こ
と
。」

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
は
固
定

残
業
代
の
支
払
い
の
有
効
要
件
と
し
、「
労

働
契
約
に
お
け
る
基
本
給
等
の
定
め
に
つ
き
、

通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
に
当
た
る
部
分
と

割
増
賃
金
に
当
た
る
部
分
と
を
判
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
上
記
割

増
賃
金
に
当
た
る
部
分
の
金
額
が
労
基
法
三

七
条
等
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
算
定
し

た
割
増
賃
金
の
額
を
下
回
る
と
き
は
、
使
用

者
が
そ
の
差
額
を
労
働
者
に
支
払
う
義
務
を

負
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」（
前
掲
判
決
、

ほ
か
多
数
）
と
し
、
割
増
賃
金
の
額
が
下
回

っ
た
場
合
に
は
追
加
払
い
す
る
旨
の
明
示
は

要
件
と
は
せ
ず
、
労
基
法
上
の
使
用
者
が
追

加
分
を
支
払
う
こ
と
は
当
然
の
義
務
と
の
立

場
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
名
称
等
に
か
か

わ
ら
ず
、「
労
働
契
約
上
当
該
手
当
等
が
時

間
外
労
働
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
余
の

要
件
は
有
効
性
の
判
断
を
妨
げ
な
い
」
と
し

て
い
る
（
第
一
小
法
廷
平
三
〇
・
七
・
一
九

判
決
）。

意見交換風景

書籍・発表資料例

固
定
残
業
代
の
適
法
要
件

を
め
ぐ
っ
て

弁
護
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第
二

新
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
の
活
用
の
た
め
に
㈠

一

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は
、
一
定

の
期
間
の
総
労
働
時
間
を
定
め
て
お
き
、

そ
の
期
間
中
は
労
働
者
が
そ
の
総
労
働

時
間
の
範
囲
内
で
各
日
の
始
業
お
よ
び

終
業
の
時
刻
を
選
択
し
て
（
自
分
で
決

め
て
）
働
く
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
が
自

己
の
生
活
と
業
務
と
の
調
和
を
図
り
な

が
ら
、
効
率
的
に
働
く
こ
と
を
可
能
と

す
る
制
度
で
あ
る
。

自
己
の
生
活
上
の
様
々
な
用
件
と
企

業
に
お
い
て
指
揮
命
令
下
に
お
い
て
拘

束
さ
れ
る
労
働
時
間
と
の
調
和
を
図
り
、

自
己
責
任
に
お
い
て
労
働
時
間
を
効
率

的
に
配
分
し
て
業
務
に
集
中
し
て
能
率

を
上
げ
て
業
務
の
処
理
が
で
き
る
と
い

う
、
無
駄
な
時
間
を
排
し
て
生
産
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制

度
で
あ
る
。

子
の
育
児
、
親
等
の
介
護
や
そ
の
他

の
私
生
活
上
の
用
務
時
間
と
業
務
上
の

労
働
時
間
を
自
己
の
都
合
、
自
己
の
計

画
に
合
わ
せ
て
、
自
己
の
選
択
に
よ
り

就
業
し
、
集
中
し
て
能
率
的
に
業
務
が

遂
行
で
き
る
と
い
う
労
働
時
間
制
度
で

あ
る
。

二

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
要

件
は

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
要
件

は
、
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

も
の
（
一
〇
人
以
下
の
就
業
規
則
の
作

成
義
務
の
な
い
場
合
）
に
よ
り
始
業
お

よ
び
終
業
の
時
刻
を
労
働
者
の
決
定
に

ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
規
定
し
、
次
に
、
労

使
協
定
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
労
働
者

の
範
囲
、
清
算
期
間
、
清
算
期
間
中
の

総
労
働
時
間
、
標
準
と
な
る
一
日
の
労

働
時
間
の
ほ
か
、
コ
ア
タ
イ
ム
（
必
ず

勤
務
す
べ
き
時
間
）、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

タ
イ
ム
（
自
己
の
選
択
に
よ
る
就
業
時

間
）
を
設
け
る
場
合
に
は
そ
の
開
始
お

よ
び
終
業
の
時
刻
を
労
使
協
定
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
労
基
法
第
三
二
条
の
三

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い

る
。「
使
用
者
は
就
業
規
則
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
に
よ
り
、
そ
の
労
働

者
に
係
る
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
を
そ

の
労
働
者
の
決
定
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と

し
た
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業

場
の
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労

働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の

労
働
組
合
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織

す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て

は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
と
す
る
者

と
の
書
面
に
よ
る
協
定
に
よ
り
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の

協
定
で
第
二
号
の
清
算
期
間
と
し
て
定

め
ら
れ
た
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た

り
の
労
働
時
間
が
第
三
二
条
第
一
項
の

労
働
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
、

同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
週
間

に
お
い
て
同
項
の
労
働
時
間
又
は
一
日

に
お
い
て
同
条
第
二
項
の
労
働
時
間
を

超
え
て
、
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間

に
よ
り
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
る
労
働
者
の
範
囲

二

清
算
期
間
（
そ
の
期
間
を
平
均
し

一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
が
第
三

二
条
第
一
項
の
労
働
時
間
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
期

間
を
い
い
、
三
ヵ
月
以
内
の
期
間
に

限
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

三

清
算
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間

四

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
項

こ
の
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ

る
。一

標
準
と
な
る
一
日
の
労
働
時
間

二

労
働
者
が
労
働
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
間
帯
を
定
め
る
場
合
に

は
、
そ
の
時
間
帯
の
開
始
及
び
終

了
の
時
刻

三

労
働
者
が
そ
の
選
択
に
よ
り
労

働
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯
に

制
限
を
設
け
る
場
合
に
は
、
そ
の

時
間
帯
の
開
始
及
び
終
了
の
時
刻

四

法
第
三
二
条
の
三
第
一
項
第
二

号
の
清
算
期
間
が
一
ヵ
月
を
超
え

る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

同
項
の
協
定
（
労
働
協
約
に
よ
る

場
合
を
除
き
、
労
使
委
員
会
の
決

議
及
び
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委

員
会
の
決
議
を
含
む
。）
の
有
効

期
間
の
定
め

2

法
第
三
二
条
の
三
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
三
二
条
の
二
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
注
�
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
労
使
協
定
）
は
、

様
式
第
三
号
の
三
に
よ
り
、
所
轄
労

働
基
準
監
督
署
長
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
し
て
、
今
回
の
改
正
で
右
の
清
算

期
間
が
三
ヵ
月
以
内
の
期
間
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
条
の
第
二
項
に
お
い
て

「
清
算
期
間
が
一
ヵ
月
を
超
え
る
も
の

で
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
現
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
各
号
列
記
以

外
の
部
分
中
「
労
働
時
間
を
超
え
な

い
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
時
間
を
超
え

ず
、
か
つ
、
当
該
清
算
期
間
を
そ
の
開

始
の
日
以
後
一
ヵ
月
ご
と
に
区
分
し
た

各
期
間
の
最
後
に
一
ヵ
月
未
満
の
期
間

を
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
期
間
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
ご
と
に
当

該
各
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
の

労
働
時
間
が
五
〇
時
間
を
超
え
な
い
」

と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
、
同
条
第

一
項
と
す
る
。」
と
し
た
改
正
が
行
わ

れ
た
。

こ
の
改
正
部
分
は
、
要
す
る
に
使
用

者
は
、
清
算
期
間
が
一
ヵ
月
を
超
え
る

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
清
算
期
間
を

そ
の
開
始
の
日
以
後
一
ヵ
月
ご
と
に
区

分
し
た
各
期
間
（
最
後
に
一
ヵ
月
未
満

の
期
間
を
生
じ
た
と
き
は
当
該
期
間
）

ご
と
に
当
該
各
期
間
を
平
均
し
一
週
間

当
た
り
の
労
働
時
間
が
五
〇
時
間
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
清
算
期
間
が

最
長
三
ヵ
月
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
特
定

の
期
間
に
長
時
間
労
働
が
集
中
し
な
い

た
め
の
方
策
で
あ
る
。（
別
図
1
参
照
）

こ
の
一
ヵ
月
単
位
の
上
限
の
時
間
は

（
五
〇
×
当
該
期
間
の
歴
日
数
÷
七
）で

あ
り
、
一
日
当
た
り
、
法
定
労
働
時
間

＋
二
時
間
程
度
の
目
安
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
法
令
条
文
で
は
全

く
、「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
と
い

う
用
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
の
定
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

の
は
「
そ
の
労
働
者
に
係
る
始
業
及
び

終
業
の
時
刻
を
そ
の
労
働
者
の
決
定
に

ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
た
労
働
者
に
つ
い

て
は
」
と
い
う
こ
と
と
、「
清
算
期
間
」

お
よ
び
「
清
算
期
間
に
お
け
る
総
労
働

時
間
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。こ

の
「
清
算
」
と
い
う
用
語
が
、
労

働
時
間
の
貸
借
清
算
を
意
味
し
、
か
つ
、

始
・
終
業
時
刻
を
「
労
働
者
の
決
定
に

ゆ
だ
ね
る
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
西

欧
諸
国
の
い
わ
ゆ
る
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
二
二
回
―

働
き
方
改
革
推
進
法
に
よ
る

就
業
規
則
改
正
の
実
務
⑶

弁
護
士

安

西
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三

改
正
法
に
よ
る
弾
力
化
の
拡
大
と

歯
止
め
と
し
て
の
一
ヵ
月
単
位
の
労

働
時
間
の
上
限
規
制

「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
と
い
う

の
は
、
あ
る
日
た
く
さ
ん
働
い
て
、
そ

の
次
の
日
は
少
し
し
か
働
か
な
い
と
い

う
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
、
そ
れ

が
一
ヵ
月
以
内
の
単
位
期
間
の
場
合
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
今
回
の
改
正
で
三

ヶ
月
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合

に
は
、
あ
る
月
に
沢
山
働
い
て
、
他
の

月
に
少
な
く
働
い
て
も
、
三
ヵ
月
の
総

労
働
時
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
時
間
を

働
い
て
い
れ
ば
、
労
働
契
約
に
基
づ
く

労
働
義
務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

定
め
ら
れ
た
清
算
時
間
の
労
働
を
し
て

い
れ
ば
、
労
務
提
供
履
行
義
務
を
果
た

し
て
い
る
の
で
、
例
え
あ
る
月
に
は
本

来
の
所
定
労
働
時
間
の
半
分
し
か
働
い

て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
月
に

そ
れ
に
相
当
す
る
時
間
働
け
ば
、
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
清
算
期
間
の
単
位
と

し
総
労
働
時
間
と
定
め
た
労
働
時
間
の

労
務
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、

月
給
制
の
場
合
に
は
、
月
単
位
の
給
与

は
完
全
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
例
え
標
準
時
間
よ
り
少
な
く
働

い
た
と
し
て
も
全
体
で
清
算
時
間
を
働

く
な
ら
、
そ
の
月
は
全
稼
働
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
、
他
の
月
と
同
じ
賃
金
を

支
払
わ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
た
め

政
府
は
、「
例
え
ば
七
月
に
バ
リ
バ
リ

働
い
て
八
月
は
夏
休
み
を
と
り
、
労
働

時
間
を
短
く
し
て
、
子
供
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
を
長
く
と
る
こ
と
も
で
き

る
。」
と
か
、「
繁
忙
期
に
頑
張
っ
た
分

閑
散
期
に
は
早
く
帰
っ
て
趣
味
に
没
頭

で
き
る
」
と
い
っ
た
生
活
と
労
働
の
調

整
に
よ
る
、「
子
育
て
や
介
護
、
自
己

啓
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
上
の
ニ
ー

ズ
と
仕
事
の
調
和
を
は
か
り
つ
つ
、
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
働
き
方
を

一
層
可
能
に
す
る
制
度
で

あ
る
。
そ
し
て
、
今
回
の

改
正
で
は
、
同
制
度
が
よ

り
利
用
し
や
す
い
も
の
と

な
る
よ
う
見
直
し
、
三
ヵ

月
の
清
算
期
間
と
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

所
定
の
総
法
定
労
働
時
間

の
範
囲
内
で
、
自
己
の
働

く
時
間
の
自
主
決
定
に
よ

り
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
働

く
こ
と
の
で
き
る
労
働
時

間
の
幅
を
大
き
く
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

三
ヶ
月
の
中
で
の
調
整
に

よ
っ
て
労
働
時
間
を
短
く

し
、
自
己
の
自
由
に
活
用
も
可
能
と
な

る
」
と
い
う
の
が
立
法
理
由
で
あ
る
。

四

改
正
法
に
よ
る
二
つ
の
時
間
外
労

働今
回
の
改
正
法
で
は
、
次
の
二
つ
の

時
間
外
労
働
が
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
は
、
清
算
期
間
の
上
限
が
、
三

ヵ
月
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
期
間

中
の
総
労
働
時
間
も
、
長
く
な
る
た
め

（
例
�
三
ヵ
月
、
五
二
〇
時
間
）、
そ

の
三
ヵ
月
の
総
労
働
時
間
を
超
え
る
時

間
が
時
間
外
労
働
に
該
当
す
る
。
こ
の

場
合
は
、
三
ヵ
月
単
位
の
清
算
期
間
ご

と
に
時
間
外
労
働
が
発
生
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
月
の
み
で
、
み
た
の
で

は
時
間
外
労
働
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。

第
二
は
、
こ
の
よ
う
に
選
択
時
間
の

幅
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る

月
に
偏
っ
た
長
時
間
労
働
が
生
ず
る
可

能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
ヵ
月
の
最

長
時
間
を
「
清
算
期
間
が
、
一
ヵ
月
を

超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
清
算

期
間
を
そ
の
開
始
の
日
以
後
一
ヵ
月
ご

と
に
区
分
し
た
各
期
間
（
最
後
に
一
ヵ

月
未
満
の
期
間
を
生
じ
た
と
き
は
当
該

期
間
）
ご
と
に
当
該
各
期
間
を
平
均
し
、

一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
が
五
〇
時

間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
労
働

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
て
、

一
ヵ
月
の
時
間
を
規
制
す
る
こ
と
と
し
、

こ
の
時
間
を
超
え
た
時
間
（
例
�
三
一

日
の
月
で
あ
れ
ば
二
二
一
時
間
二
五

分
）
が
、
時
間
外
労
働
と
な
る
。
こ
の

場
合
に
は
、
一
ヵ
月
当
た
り
の
制
限
時

間
を
超
え
た
月
単
位
の
時
間
外
労
働
と

し
て
、
そ
の
月
分
の
割
増
賃
金
と
な
り
、

当
該
賃
金
支
払
日
に
支
払
う
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
超
過

時
間
に
つ
い
て
は
法
定
の
割
増
賃
金

（
労
基
法
第
三
七
条
第
一
項
）
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
第
二
の
時
間
外
労
働
時
間
は

第
一
の
時
間
外
労
働
の
算
定
に
あ
た
っ

て
は
、
三
ヵ
月
単
位
の
時
間
外
労
働
時

間
の
中
に
も
含
ま
れ
、
二
重
計
算
と
な

る
の
で
、
そ
の
時
間
分
は
控
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
三
ヵ

月
目
に
お
け
る
、
当
該
三
ヵ
月
単
位
の

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
清
算
に
あ
た

っ
て
は
、
こ
の
一
ヵ
月
単
位
で
時
間
外

労
働
に
な
っ
た
時
間
を
控
除
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
図
表
2
）（
た
だ
し
、

同
法
第
三
六
条
の
協
定
に
よ
る
時
間
外

労
働
や
、
同
条
第
六
項
の
個
人
単
位
の

時
間
外
労
働
と
い
っ
た
時
間
外
労
働
の

規
制
の
取
扱
い
と
は
別
で
あ
る
の
で
注

意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。）

ま
た
、
清
算

期
間
が
一
ヵ
月

を
超
え
る
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
度
を
と
っ
て

い
る
場
合
に
、

転
勤
や
退
職
な

ど
で
当
該
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム

が
三
ヵ
月
よ
り

短
く
な
っ
た
と

き
は
、
労
働
さ

せ
た
期
間
が
当

該
清
算
期
間
よ

り
短
く
な
る
の

で
、
そ
の
場
合

の
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
そ
の

期
間
を
平
均
し
、
週
平
均
四
〇
時
間
を

超
え
て
労
働
さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
超

え
た
時
間
の
労
働
に
つ
い
て
割
増
賃
金

を
支
払
う
（
月
給
制
で
は
通
常
の
賃
金

は
支
払
っ
て
い
る
の
で
、
二
五
％
の
割

増
の
み
）
必
要
が
あ
る
。

五

時
間
外
労
働
時
間
の
発
生
す
る
場

合な
お
、
図
表
2
の
清
算
期
間
を
一
カ

月
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
を
平
均
し

て
一
週
間
当
た
り
五
〇
時
間
を
超
え
て

労
働
さ
せ
た
時
間
に
つ
い
て
は
、
清
算

期
間
の
途
中
で
あ
っ
て
も
、
時
間
外
労

働
と
し
て
そ
の
都
度
（
一
ヵ
月
毎
に
）

対
応
賃
金
支
払
日
に
割
増
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
当

該
時
間
が
月
六
〇
時
間
を
超
え
る
場
合

は
大
企
業
の
場
合
な
ら
法
第
三
七
条
第

一
項
た
だ
し
書
に
よ
り
五
割
以
上

の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
清
算
期
間
を
一
カ
月
ご

と
に
区
分
し
た
各
期
間
の
最
終
の

期
間
（
三
カ
月
の
清
算
期
間
に
お

い
て
は
、
三
カ
月
目
）
に
お
い
て

は
、
当
該
最
終
の
期
間
を
平
均
し

て
一
週
間
当
た
り
五
〇
時
間
を
超

え
て
労
働
さ
せ
た
時
間
に
加
え
て
、

当
該
清
算
期
間
に
お
け
る
所
定
総

労
働
時
間
か
ら
、
当
該
清
算
期
間

中
の
実
際
の
労
働
時
間
を
控
除
し

た
時
間
が
そ
の
月
の
時
間
外
労
働

時
間
と
し
て
算
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

改
正
法
は
、
こ
の
よ
う
な
複
雑

な
面
が
あ
る
の
で
、
導
入
に
あ
た

り
工
夫
を
要
す
る
。

〈図表1〉
⑴清算期間の労働時間の区分（改正フレックスタイム制の例）

⑵一日当たりの例

〈図表2〉
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一
二
月
二
日
〜
一
一
月
二
九
日

◆
一
二
・
二

ハ
ー
ド
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
五

第
二
回
働
き
方
改
革
・
働
き

が
い
向
上
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
九

秋
季
西
部
地
区
協
議
会
（
日

本
光
電
工
業
㈱
）
総
合
技
術
開
発
セ
ン
タ

ー
）

◆
一
二
・
一
三

秋
季
南
部
地
区
協
議
会（
㈱

明
治
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

◆
一
二
・
一
七

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
デ
ザ
イ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｄ
Ａ
Ｙ
2
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
八

第
三
回
働
き
方
改
革
・
働

き
が
い
向
上
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
一
・
一
九

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
九

新
年
会
員
懇
談
会
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）告

知

版

★
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

二
月
五
日
㈬
一
三
時
〜
一
六
時

会
場

埼
玉
県
立
入
間
わ
か
く
さ
高
等
特
別

支
援
学
校

内
容

授
業
（
専
門
教
科
他
）
の
見
学
、
施

設
見
学
、
概
要
説
明
、
意
見
交
換
、

生
徒
と
の
懇
談

★
春
季
南
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
一
〇
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一

八
時

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
リ
リ
ア

内
容

春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基

本
姿
勢

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
な
ら
で

は
の
思
い
の
伝
え
方
、
影
響
力
を
与

え
る
話
し
方

講
師

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ

ン
タ
ー
長

平
田

武
氏

㈱
ボ
イ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ
ク

ル
代
表
取
締
役

佐
藤

恵
氏

★
春
季
西
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
一
二
日
㈬
一
三
時
三
〇
〜
一
八

時
三
〇
分

会
場

ウ
ェ
ス
タ
川
越

内
容

春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢
脳
の
扱
い
方
を
変
え

目
覚
ま
し
い
成
果
を
出
す
コ
ー
チ
ン

グ

講
師

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ

ン
タ
ー
長

平
田

武
氏

Leaning
and

Perform
ance

代

表
取
締
役

加
藤
和
宏
氏

★
春
季
中
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
一
七
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時
三

〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
四
〇

一

内
容

春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢

講
師

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ

ン
タ
ー
長

平
田

武
氏

★
春
季
北
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
一
八
日
㈫
一
四
時
〜
一
六
時
三

〇
分

会
場

マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷

内
容

春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基

本
姿
勢

講
師

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ

ン
タ
ー
長

平
田

武
氏

★
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

二
月
二
一
日
㈮
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

本
業
転
換
〜
既
存
事
業
に
縛
ら
れ
た

会
社
に
未
来
は
あ
る
か

講
師

早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教

授

山
田
英
夫
氏

★
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

二
月
二
七
日
㈭
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

ビ
ジ
ネ
ス
心
理
学
〜
具
体
例
で
学
ぶ

顧
客
の
心
の
つ
か
み
方
、
組
織
変
革

の
促
し
方
〜

講
師

日
本
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
学
会
副
会
長

匠

栄
一
氏

★
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

三
月
四
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高

め
、
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
人
事

評
価
制
度

講
師

㈱
あ
し
た
の
チ
ー
ム
代
表
取
締
役
社

長

髙
橋
恭
介
氏

★
第
三
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

三
月
五
日
㈭
九
時
三
〇
分
〜
一
六
時

四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

�
将
来
あ
る
べ
き
姿
�
を
描
き
、
実

現
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
！
〜

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
を
描
い
て
、
一
歩
踏
み
出
す
た

め
の
「
目
標
と
行
動
計
画
」
を
策
定

す
る
〜

基
調
講
演
講
師

㈱
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ス
キ

ー
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

吉
川

由
美
氏

★
ジ
ェ
ト
ロ
埼
玉
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設

記
念
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

三
月
一
二
日
㈭
一
四
時
〜
一
六
時
三

〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四
〇
二

内
容

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
海
外
展
開
に
つ
い

て

講
師

ジ
ェ
ト
ロ
理
事

北
川
浩
伸
氏

ジ
ェ
ト
ロ
埼
玉
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長

塩
野
達
彦
氏

会
員
の
動
き

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
井
上
運
送

代
表
取
締
役

井
上

浩

熊
谷
市
太
井
一
四
八
六
―
三

電
話
〇
四
八
―
五
二
三
―
二
九
四
五

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
七
二
名

運
輸
、
倉
庫
業

㈱
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
総
合
研
究
所

代
表
取
締
役

田
原

信
男

川
越
市
古
谷
本
郷
一
六
一
〇
―
二
七
七

電
話
〇
八
〇
―
四
六
三
四
―
一
二
〇
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
名

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
衛
生
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

〈
代
表
者
変
更
〉

㈱
イ
ハ
シ

代
表
取
締
役
社
長

井
橋

英
蔵
（
旧

井
橋

吉
一
）

㈲
ウ
ェ
イ
ス
ト

代
表
取
締
役

垣
入

絵
里
奈
（
旧

津
島

英
知
）

浦
和
工
業
㈱

代
表
取
締
役

小
山

達
也
（
旧

小
山

與
四
郎
）

㈱
エ
フ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

福
田

祐
一
（
旧

最
高
顧
問

福
田

秋
秀
）

Ｍ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人

代
表
社
員

本
塚

英
之
（
旧

本
塚

雄
一
郎
）

大
熊
管
材
㈱

代
表
取
締
役

大
熊

康
義
（
旧

大
熊

茂
雄
）

関
東
グ
リ
コ
㈱

代
表
取
締
役

中
田

司
（
旧

土
持

幹
雄
）

（
医
）顕
正
会
蓮
田
病
院

理
事
長

前
島

顕
太
郎
（
旧

前
島

静
顕
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

春
日
部
支
店

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

内
田

正
美
（
旧

広
川

正
則
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

さ
い
た
ま
営
業
部

部
長

島
田

丈
太
郎
（
旧

加
藤

弘
）

㈱
三
栄
建
設

代
表
取
締
役

古
田

正
（
旧

松
元

千
壽
子
）

㈱
芝
浦
電
子

代
表
取
締
役
社
長

葛
西

晃
（
旧

橋
倉

宏
行
）

㈱
シ
ョ
ー
ワ

本
社
・
埼
玉
工
場

工
場
長

美
馬

紀
之
（
旧

川
辺

喜
市
）

大
東
ガ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

清
水

宏
之
介
（
旧

末
冨

啓
道
）

大
同
精
密
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

秦
野

敦
臣
（
旧

宮
嶋

孝
士
）

㈱
椿
本
チ
エ
イ
ン

埼
玉
工
場

執
行
役
員
埼
玉
工
場
長

垪
和

伸
光
（
旧

上
席
執
行
役
員

宮

地

正
樹
）

ト
ー
サ
イ
ア
ポ
㈱

代
表
取
締
役
社
長

柏
原

哲
郎
（
旧

柏
原

正
昭
）

中
里
建
設
㈱

代
表
取
締
役
社
長

中
里

一
夫
（
旧

中
里

昱
夫
）

東
日
本
積
水
工
業
㈱

羽
生
事
業
所

代
表
取
締
役
社
長

岩
﨑

恵
二
（
旧

大
元

正
信
）

㈱
フ
コ
ク

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

河
本

太
郎
（
旧

河
本

次
郎
）

冨
士
ブ
レ
ー
キ
工
業
㈱

代
表
取
締
役

高
橋

昭
（
旧

秋
山

武
）

㈱
保
坂
商
店

代
表
取
締
役

大
井

貴
博
（
旧

大
井

明
）

㈱
丸
善

埼
玉
工
場

埼
玉
工
場
長

須
賀

浩
之
（
旧

松
本

勝
利
）

三
井
精
機
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

加
藤

欣
一
（
旧

奥
田

哲
司
）

㈱
ム
ー
ミ
ン
物
語

代
表
取
締
役
社
長

千
田

高
（
旧

渡
邊

基
樹
）

㈱
向
山
工
場

代
表
取
締
役
社
長

向
山

寧
（
旧

向
山

勝
）

（
医
）緑
光
会
東
松
山
病
院

理
事
長

田
巻

龍
生
（
旧

中
島

ユ
リ
カ
）

〈
社
名
変
更
〉

㈱
サ
イ
ホ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
旧

㈱
サ
イ
ホ
ー
）

㈱
デ
ン
ソ
ー
ワ
イ
パ
シ
ス
テ
ム
ズ

（
旧

日
本
ワ
イ
パ
ブ
レ
ー
ド
㈱
）

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｅ
㈱

（
旧

友
栄
塗
装
㈱
）

マ
レ
リ
㈱

（
旧

カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ
ン
セ
イ
㈱
）

〈
住
所
変
更
〉

㈱
Ｆ
Ｍ

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
5
（
エ
フ
エ
ム
ナ
ッ
ク

フ
ァ
イ
ブ
）

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
錦
町
六
八
二
―
二
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮
11
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
錦
町
六
八
二

―
二
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮
ビ
ル
11
Ｆ
）

首
都
圏
リ
ー
ス
㈱

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
―
二
八
七

大
宮
西
口
大
栄
ビ
ル

（
旧

千
代
田
区
神
田
美
土
代
町
九
―
一

Ｍ
Ｄ
神
田
ビ
ル
）

㈱
マ
イ
ナ
ビ

埼
玉
支
社

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
七
―
五

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
22
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―

七
―
五

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
29
Ｆ
）

明
成
法
務
司
法
書
士
法
人

新
座
市
東
北
二
―
三
〇
―
一
六

細
田
ビ

ル
4
Ｆ

（
旧

渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
三
―
一
五
―
六

ビ
ル
ト
ッ
プ
5
Ｆ
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
https : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
一
四
号

2
0
2
0
年
1
月
7
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

廣
澤
健
一

編
集
人

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六

事
業
だ
よ
り

この印刷物は再生紙を使用しています
―24―




